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1 はじめに 

 唐揚げの付け合わせとしてすぐに思い浮かぶ食

材は何だろうか。ドラマ「カルテット」ではレモン

やパセリを代表例として挙げていたが（http://www. 
kawade.co.jp/np/isbn/9784309025597/）、飲食店で唐

揚げを注文すると、当然のようにこれらの付け合わ

せが添えられて唐揚げが食卓に届けられる、日本の

食文化において、付け合わせはどのような意味を持

つのかについては、検討された例は少ない。 

本研究では、主菜に添えられる付け合わせが、主

菜の食欲を喚起するのか研究課題として取り組ん

だ。具体的には唐揚げを主菜とし、そこに添えられ

る付け合わせを変化させることで人が感じる食欲

喚起への影響を調べた。我々の味覚は、味や色、香

り、食感などによって感じているというが、中でも

視覚に大きく影響されているという[1]。そこで本

稿では、食事の見た目に注目し、「口に入れて、食

べる」という行動に至る前の、人間の印象認知を検

討する。 

 

2 実験  
2.1 提示画像 
実験に使用する画像を用意するために、皿と主菜

（唐揚げ）を変化させず、25種類の付け合わせと

組み合わせた。図１に提示した画像を示す。本検討

では、一皿の上にのせる付け合わせのみについて変

化させた。25種類の付け合わせの中には、一般的

によく使用されるレモンやパセリのような付け合

わせに加え、一般的に使用されるとは思われない海

苔やらっきょう、レーズン、チョコレート、クッキ

ーのような甘い食材を使用した。食材の選定に関し

ては、事前に 30種類の付け合わせで参加者 10人で

予備検討をした結果より、色や食味の観点から 25

種類とした。 

 

2.2 質問紙による検証 
2019 年７月に実験を実施した。参加者は 14人（男

4人/女 10人）であった。 

付け合わせ無しの唐揚げのみの写真を含む 26 枚

の写真を参加者に見せ、以下の項目について回答さ

せた。 

1. 付け合わせと言われた時に何が思いつくか。 

2. どのくらいの頻度で唐揚げを食べるか。 

3. 唐揚げが好きかを５段階評価で回答させた。 

4. 唐揚げに付け合わせを添えた写真を見せ、食べ

たいか食べたくないかを５段階で評価させた。 

5. 自由記述で唐揚げに関することや検証に関す

る感想を回答させた。 

図 1：実験で使用した付け合わせの一例  

 

2.3 結果 
「唐揚げの付け合わせと言われた時に何が思いつ

くか。」という問いに対して、参加者が自由記述し

た付け合わせの食材を図２に示す。唐揚げの付け合

わせとして思いつく食材はレモン、次いでパセリで

あった。加えて、マヨネーズやソースに代表される

調味料を付け合わせとして回答する例が見られた。 

実験参加者の経験を知るために設定した質問項

目（2.2の２・３）からは「どのくらいの頻度で唐

揚げを食べるか」と「唐揚げが好きか」の関係性を

図３に示す。唐揚げが好きであると回答した評定値



が高いほど、唐揚げを食べる頻度も上がるという結

果となった。 

 

 
図 2：唐揚げの付け合わせとして出された質問回答 

 

 
 

図 3：唐揚げを食べる頻度と唐揚げが好きか 

 

次に、25種類の付け合わせを５段階評価で評価

させた平均値と順位を表 1に示す。順位にも見られ

るように、付け合わせ無しの唐揚げよりも付け合わ

せが添えてある唐揚げの方が「食べたい」と回答す

る結果となった。（平均値 4.64±0.47）。一方で、

パセリよりも“値が高くなった”または、“同値”

の付け合わせはすだち・レタス・トマト・バジルの

４種であった。また、パセリよりもパクチーやトマ

トを付け合わせとして添えてある方が主菜の唐揚

げを「食べたい」と回答する値が高くなった。 

甘い食材を付け合わせとして使用した場合には評

定値は低くなった。甘い食材の中ではチョコレート

が最も高い評定値を得た。 

 

表 1：平均値（標準偏差）と順位  

 

表 2：付け合わせの主効果測定  
 

 
 
 付け合わせが主菜の食欲の喚起するのかを分析
するために一元配置分散分析を行った。その結果、
付け合わせの主効果は統計的有意であった
（F(7.465,97.047)=9.557,p<.000)(表２)。また、事
後検定として Tukey法を用いた多重比較を行った。
結果、レモンとトマト（p<0.000）、クッキー
（p<0.001）、ミックスナッツ（p<0.001)、食パン
（p<0.000）、らっきょう（p<0.001)、ゆでたまご
（p<0.001)、パクチー（p<0.001）、パセリ（p<0.001）、
バジル(p<0.001)、ミント(p<0.001)、山椒(p<0.001)、
ローズマリー(p<0.001)、レーズン(p<0.001)、ブル
ーベリー(p<0.000)、チョコレート(p<0.001)との間
に有意差があることわかった。また、パセリとパプ
リカ(p<0.001)の間に有意差が認められた。 
 

3 考察 
本研究では、主菜である唐揚げに添えられる付け

合わせが、主菜の食欲を喚起するのかを研究課題と

して取り組んだ。一般的に使用頻度が高いと考えら

れるレモンが添えられた唐揚げが最も高く「食べた

い」の評点値を得た。このことは、実際に食べてい

なくとも視覚情報だけで唐揚げを食べる食欲を喚

起していることが考えられる。一方で、すだち・レ

モン・トマト・バジルといった食材も付け合わせと

して採用する余地が残されていることがわかった。 

この結果は主菜と同系色系である茶色の付け合わ

せよりも緑色や赤色で彩度の高い色の付け合わせ

が食欲を喚起することが予想される。 

 自由記述では、「色彩だけでなく、味の想像で食

べたいか食べたくないかを評価した」と回答した実

験参加者もあり、視覚情報を提示することで過去の

体験に基づく味の記憶を想起させることが可能な

ことも示唆された。実際に食べたことのない主菜― 
付け合わせの組み合わせでも、もしそのような想起

が可能なのだとすれば、ヒトが食体験の中から味を

記憶するだけでなく、その味を想像上で無意識的に

混合することも可能なことを示している。 
また、「新しい味や組み合わせを試してみようと

いう自分と、いや、これは絶対にないという自分と

せめぎ合う感覚が面白かった」という自由記述のよ

うに「新しい味や組み合わせを試してみよう」と思

うことと「絶対にこれは食べられない」と思う感覚



には、ギリギリのラインがあるという仮定からの付

け合わせの可能性の模索を示唆する。 

 
4 おわりに 
本研究を行うことで、今までの一般的なセオリー

には無かった主菜に添える新しい付け合わせ食材

の発見が実現できた。そして、実際に食べなくても

視覚情報から主菜に付け合わせることで食欲を喚

起することの可能性を示した。この研究知見を活用

することで、主菜ではない要素で主菜より魅力的に

見せて、食欲を喚起する方法の提案につながる。こ

のような提案は、子供の偏食解消や、高齢者の食欲

増進のための食事提供方法を考える際に有用であ

る。 
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1. はじめに

未来の信用社会は何のあるべき姿を示し

ましたか？チーマ信用ということは、アリバ

バグループに開発され、金融技術をよく使っ

て、最新の個人信用システムと思われます。

近年は、監視社会のツールの一つと、欧米の

メディアに報道されてきました。

中国国務院は、社会信用システム構築企画

要綱(2014~2020)を発表しましたが、個人信

用データの保有量が低いの中央信用情報機

構の補完にして、個人信用スコア業務を開拓

し、個人信用システムを構築することを用意

します。このきっかけに、チーマ信用のよう

な個人に信用スコアをつける企業がますま

す増えてきました。調査により、チーマ信用

の利用者数は 4150 万人に達し、最近はチー

マ信用と政府の間の連携を強化し、社会信用

システムを構築することを邁進していると

考え、2020 年まで建成すると予想されます。

本研究の中心は、中国政府が推進している

社会信用システムと個人信用システムに実

在している問題と見込みリスクを調査した

り、まとめたり、適切な示唆を与えます。本

研究は、主に安全的と道徳的な問題点からそ

のシステムの構成を俯瞰して、両方面で分析

して、存在している個人情報についての不正

処理、不正取得、漏洩行為と信用差別視、イ

ンフォメーションサイロなど様々な問題点

を解決しようと期待します。

今まで既存していた諸研究は、おおむねに

チーマ信用の仕組み、社会福祉などのテーマ

を基に進めていきますが、本研究における道

徳の視点にとっては、ある程度の先行性があ

ると思います。

2. チーマ信用について

チーマ信用とは、アリババグループの子会

社、アリ金融が提供されている金融サービス

で、FinTech とも呼ばれます。チーマ信用は、

ビッグデータ、人工知能と機器学習をよく用

いたり、米国の信用評価体系 FICO を参考し

たり、身分特質(学歴や職歴など)、履約能力

(支払い履行能力)、信用歴史(クレジットヒ

ストリー)、人脈関係(交友関係)、行為偏好

(消費面の際立った特徴)で、五つの観点から

行われ、350 点から 950 点まで、利用者をス

コアの形で格付けます。

2.1 チーマ信用の特徴

米国の Experian とは異なり、チーマ信用

の個人向け情報は無料です。Experian は、

国内のだけではなく、海外の会社でも連携し

て、個人データを間接に収集しそして利用者

に信用スコアを付けます、一定的な手数料を

かかりますが、$19~$29 ほど毎月で請求しま

す。チーマ信用は、おおむね、自社の子会社

で直接に利用者情報を取得、処理します。例

え ば 、 ア リ 系 の Taobao(EC サ イ ト ) 、

Weibo(SNS プラットフォーム)、Fliggy(旅行

会社)、アリペイ(電子決済)などから、利用

者たちの支払能力や特徴などのデータを囲

い込みできます。とは言え、個人データが全

部自社で集めていたんですが、信用機関の第

三者独立性が失ったことも思われ、個人情報

を処理するライセンスの申請を政府に拒否

されたの原因の一つかもしれません。

日本の新設ている信用会社、J.Scoreと比べ

て、チーマ信用は、よりポジティブな姿勢を



しますが、利用者たちの個人データは自動的

に取得されて、別の授権をしないでも処理を

進めできます、利用者たちは、より不利な地

位に占めています。J.Score の場合は、利用

者の授権を得ずに、相関な囲い込む行為が行

われることを禁止されます、利用者たちは取

引きにおける主導権を持っています。

それ以外、チーマ信用が Opt-in メカニズ

ム、ビッグデータ、人工知能と機器学習など

特徴を有して、モラル・ハザードと逆選抜と

いう課題を解決すると期待します。

2.2 チーマ信用のメリット

中国の人民銀行中央信用情報機構では、調

査により、9 千万個人信用データを保有する

といわれます、しかし、使える情報カバレッ

ジはおよそ 3 千万人、利用できるデータの保

有率は 21%だけで、評価方法も不適切と思わ

れます。チーマ信用は、中央信用情報機構と

連携して、不足のデータベースを補完するこ

とと有望しています。第三者機構にとっては、

中央信用情報機構のデータベースにアクセ

スする制限は高すぎると考えられます、中央

信用情報機構のデータベースが要配慮情報

とプライバシーがあるかもしれないが、第三

者機構を利用させるとセキュリティ上のリ

スクもあります。チーマ信用は、その規制が

緩いと思い、第三者機構も利用できるデータ

ベースと関連技術を提供します。

中央信用情報機構の方は、ローンヒストリ

ーや信用報告だけ提供していますが、分かり

にくいことがあるかもしれませんが、チーマ

信用は、可視化の信用スコアを開示し、自分

がどうのレベルにいるのか、どうの福祉を享

受できるのかすぐ分かります。

従来の信用機関と異なり、チーマ信用の方

は、様々な新たなアプリケーションシナリオ

が適用できます。例えば、シェアリングエコ

ノミー、P2P レンディング、賃貸サービスな

ど、ビザ申請サービスまでいろんな信用スコ

アを基にのサービスを提供します。

最後は、チーマ信用は、無保証金の福祉を

推進しています。物件を借りる、ホテルを予

定するなど場合も保証金は不要と宣伝しま

す。チーマ信用が開示していたレポートによ

りますと、共計 150 億人民元の社会的コスト

が削減され、2000 万利用者がその福祉をも

らいます。

2.3 チーマ信用という個人信用システムの

問題点

もちろん、チーマ信用は、デメリットある

いは潜在的なリスクも伴います。まずは、セ

キュリティリスクです。チーマ信用は、高水

準のセキュリティ対策体系を自慢し、しかし、

チーマ信用会社が公開していた開発者向け

のパフレートによって、利用者はチーマ信用

のサービスを利用する際に、顔認証のために、

顔情報が第三者に不正に処理そして漏洩す

る可能性があります。そして、情報の相関性

という問題点です。チーマ信用は、消費ある

いは支払い履歴などクレジットに関するデ

ータだけではなく、SNS での表現や学歴など

のプライバシーも収集することもあります、

いったい個人信用とどうの関連性があるの

かよく理解できません。

次は認証の階段につて、チーマ信用の公式

アプリは、二重認証をほぼ行いませんが、利

用者の財産的や人身的な高いリスクを負わ

せます。

個人情報ポリシーの方も、問題点がないと

はいえません。チーマ信用個人情報処理ポリ

シーによって、チーマ信用は、Opt-out とい

うメカニズムがもっていないし、利用者はチ

ーマ信用が第三者にデータの転送などの行

為を中止させることが困難です。それ以外、

冗長かつ曖昧な説明ばかりと言われて、世論

からの批判が盛り上がっています。

セキュリティの課題だけではなく、道徳的

問題点もあげます。差別視というのは、深刻

さが深い社会問題の一つと思われますが、情

報化された社会で信用に対する差別視は、従

来既存していた問題により、いっそう厳重に

なる可能性が高いと考えます。チーマ信用は、

信用の可視化を基に、信用スコアが誰も見え

ることと設計した仕組みです。そのゆえに、

信用スコアが高いかどうかと関心をもつ人

が多くで、企業求人だけではなく、中国では、

今デートマッチングサイトが信用スコア開

示を要求することもあります。他人、会社か



らの差別視だけではなく、社会福祉、サービ

スなどの差別視もうけます、信用スコアが高

い人は、よりよいの福祉が享受できるととも

に、スコアが低い人は、福祉がなしになり、

罰も受ける可能性が高いとは当然でしょう。

最後の問題点は、インフォメーションサイ

ロとことで、Information Silos とも呼ばれ

ます。インフォメーションサイロの事象によ

り、多重の信用スコアと不正競争などの問題

が生じるリスクが依存しています。多重信用

スコアは、同じ利用者がそれぞれの信用会社

で違った特徴を持っていますから、全然違っ

た信用スコアを格付けされたことがあり得

ると思います。多重信用スコアが存在してい

るゆえに、個人向けに信用調査を実行する際

は、実に困難になります。

不正競争から見れば、まずは、優越的地位

に立ったり、個人信用データを独占したりた

め、排他のマーケティング戦略を立てます。

その原因で、不正取得、不正蓄積、不正転送

などの不正処理問題が生じます。更に、ユー

ザを囲い込むことに目指して、自社の信用関

連のサービスをよく使うと、より高い点数を

つけます、その反対に、点数が低い人は、ク

レジットヒストリーが悪いではなく、よく使

わない状況もあります、その結果、信用シス

テムが崩壊する可能性もあります。

3. 問題意識と目的

本研究は、今中国が構築している個人信用

システムが技術を悪用すると、既存していた

セキュリティ上の問題、道徳的なの問題など、

及び未来で生じる可能性があるの政治的な

問題のゆえに、データ独占と監視社会という

現象が市民、企業と政府三方の信頼関係を阻

害することに対して、中国政府はどうの技術、

政策と立法で対応し、企業はどうの社会責任

を負うべきから考えます。透明性、信頼性、

真正性が高い個人信用システムを構築する

と、よりよい信頼関係を築きたり、社会コス

トを低減したり、データ流通を促進したり、

次世代 ICT インフラを目指します。

4. 今後の動向

4.1 監視社会

中国における個人向けの信用産業が高騰

的に発展していることから、未来を展望すれ

ば、潜在的な課題を提出しなければいけませ

ん。監視社会になるリスクは、できるだけ回

避します。中国現在、一番注目されたことは、

防犯カメラを社会に実装するプログラムで

す。大都市だけではなく、農村地域までも大

量の防犯カメラを設置し、「天網」という壮

大な安全仕組みを構築します。天網は、人間

の行動だけではなく、顔情報を解析する技術

も導入されました、入国審査、公共交通機関

など、様々な公共施設に実装していきます。

一方、アリババグループは、顔認証を基に顔

決済という新たな決済方式を推進し、政府と

の連携するのも強化するそうです。それなら、

その個人信用システムと顔認識技術を用い

る天網防犯システムを併用すれば、監視社会

になってしまう可能性が高いと思います。

4.2 国家主義のポリシー

更に、上述のような、信用スコアが低いあ

るいはクレジットヒストリーが悪い人は、国

家主義のポリシーに罰されたこともありま

す。中国政府は近年、「老赖」（ロウライ、

借金を踏み倒す人）に罰するポリシーが公布

しました。借金を踏み倒す人に対しては、裁

判所から判決を受けて、当該者の個人情報あ

るいは個人情報とプライバシー、写真など、

どこでも見られるように都市に設置してい

る LED 看板で公開されました。そして、飛行

機や高鐵(中国の新幹線)の利用を禁止し、子

供が私立学校に就学することもできません。

それらを手段として、国家の力で個人の権利

を侵害するのを非議する議論もあります。

5. 結論

総じていえば、本研究は主に安全的と道徳

的な対策を両方で行います。まずは、セキュ

リティ上の対策です。中国では現在、個人情

報保護対策の法律がないし、立法から規制し

なくてはなりません。個人情報保護法と関連

対策を立案し、今曖昧さがある個人情報と個

人データの定義を明確する必要があり、その

同時に、顔認識、顔情報取得と利用を制限し、

漏洩を防止します。更に、利用目的の特定、

適正な取得や本人の権利など原則を策定し、

会社と政府の社会的義務を明確化します。



道徳的の方は、主に信用の差別視と信用シ

ステムの崩壊を防ぎます。個人信用システム

は、まず、道徳的、政治的概念と商業的概念

を区別する必要があります。個人信用システ

ムは、人間の性質や品格を示しませんが、あ

る期間のクレジットヒストリーだけ表示し

ますが、信用スコア会社は、関連性が低い要

配慮情報(人種、信条、社会的身分、病歴な

ど)の収集を禁止します。また、利用者の信

用スコアを第三者機構に転送する際では、具

体的な点数を転送しないで、その代わり、こ

の点数がサービスが要求していたレーベル

に合致するかどうかの情報を転送すべきで

す。就学、就職などの場合では、信用スコア

の採用を禁止することを、教育関連法、労働

関連法などで規定する必要があります。

監視社会と国家主義のポリシーに関する

政治的な課題については、とりあえず防止す

ることが当然でしょう。政府、軍隊と警察な

ど国家機関は、民間の個人信用システムのデ

ータベースの利用そして専用の信用スコア

データベースの作成を禁止します、このポイ

ントは、法規制をすべきと思います。

最後では、インフォメーションサイロと独

立性に対する解決策です。中国中央人民銀行

は、百行征信用有限会社の個人信用情報許可

を正式に与えたことと発表しました。百行信

用は、中国インタネット金融協会(政府機関)

が 36%株を保有し、他の民間信用 8 社(チー

マ信用とテンセント信用も含まれます)が8%

ずつ保有しています。百行信用は、民間信用

会社の基盤と司令塔と認められ、個人信用デ

ータが信用 8 社の間で自由に流通すると確

保し、インフォメーションサイロを解決する

と期待されています。しかし、最近の報道に

よりますと、中国最大な二つの個人信用会社、

チーマ信用とテンセント信用は自分保有し

ていた個人データが百行信用に転送するこ

とを拒否しました、3社しかその転送の要求

を受けません。というのは、チーマ信用とテ

ンセント信用が保有していたデータが圧倒

的な量のゆえに、政策に優位的な地位に立ち

ます、つまり、百行信用が実際の役割は政府

の予想以下になります。

その問題を解決するのは、百行信用を再構

築する必要があります、チーマ信用など会社

が提供している信用スコアは、自社と関連会

社のサービスしか使えないと限定し、他の場

合、特に公共サービスの利用が制限します.

それ以外、信用 8 社と連携し、統一的な信用

評価基準と 8 社のバランスの割合を設けま

す、中国インタネット金融協会は、経営参加

を回避し、独立な監督機関として信用 8 社の

活動を監視します。
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教育現場における模擬選挙改善の考察 
―教科との接続および教員の参加の要因― 
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1 はじめに 

1.1 研究背景 
2015年 6月、公職選挙法の一部を改正する法律が

成立した。本改正により年齢満 18 歳以上満 20歳未

満の者が選挙権を獲得した。これを受けて、文部科

学省と総務省が連携して高校生向け副教材『私たち

が拓く日本の未来』を作成した他、2015年 11月に

は「主権者教育推進に関する検討チーム1」を設置し

た。 

しかし、選挙権年齢引き下げ後初の選挙となった

2016 年の参議院議員選挙と 2019 年参院選の 18-19

歳投票率を比較すると、2019年の投票率は 15ポイ

ント低い結果となった。22017年の有識者とりまと

め（総務省、2017）では、主権者教育に対する教育

現場の戸惑いが指摘されていた。教育現場における

主権者教育は未だ道半ばにあるといえる。 

筆者は「より多くの同世代に政治への関心を持っ

てもらいたい、そして選挙に行ってもらいたい」と

いう思いから本研究を始めた。実際に主権者教育の

現状を知る中で、模擬選挙の改善可能性に絞って研

究をしてきた。主権者教育は地域、家庭、学校等あ

らゆる環境で行うことができ、事例も多く、その内

容は多岐に渡る。 
その中で本研究では教育現場における模擬選挙を

研究対象とする。模擬選挙は来たる有権者に対して

投票体験を提供するだけで良いのかという問題意

識から、教育現場における模擬選挙の活用可能性を

考察する。 
 

1.2 本研究で明らかにすること 
 上記の研究背景を踏まえて、本研究では模擬選挙

の事例を評価し、教育現場における模擬選挙の改善

を試みる。その上で(1)模擬選挙と社会科を接続す

る要因(2)教員が模擬選挙と関わるための要因、以

上二点を明らかにする。 

 

1.3 本研究の目的・意義 
 本研究は模擬選挙の改善を具体的に要因として

 
1 検討チームは主権者教育の目的を「単に政治の仕組みについ

て必要な知識を習得させるにとどまらず、主権者として社会の

中で自立し、他者と連携・協働しながら、社会を生き抜く力や

示す。特に、政治的中立性を深く意識してきた教員

や模擬選挙を実施してきた団体に対する示唆を得

られると考える。これまで教員が教えることと模擬

選挙内で教えることの線引きは曖昧であり、両者の

接続はあまり考えられてこなかった。学校に求めら

れることは多い中、教員が模擬選挙をより活用でき

る環境作りの一助を目指す。 

 

2 研究手法  
2.1 評価基準 
 模擬選挙を行う団体は多数存在している。実際に

模擬選挙に参加する、インタビューをするなどして

各団体の模擬選挙実施過程を評価する。本評価によ

り教育現場における模擬選挙（全体）の現状・課題

を分析する。 
表１：本研究の評価基準 

評価基準 
1. 実施科目が社会科か 
2. 担当教員との連携度合い 
3. 社会科との内容接続意識 
4. 実際の選挙を扱う 
5. 十分な人員確保 
6. 当日の教員の参加度合い 
7. 後日のフォローアップ 

 
2.2 模擬選挙と社会科科目の接続程度の評価 
上記の評価基準「3.社会科との内容接続意識」を

細分化し、模擬選挙と社会科科目接続の要件を抽出

する。本評価は以下の評価基準を満たす事例を対象

に、対象事例に当たる学校の担当教員にインタビュ

ー調査を行う。本評価の目的は、社会科科目との接

続有用性検証および接続の要件の具体化である。 
表２：模擬選挙と社会科科目接続の評価基準 

評価基準 

1. 打ち合わせで社会科の進捗を確認した 

2. 模擬選挙前後に予復習を行った 

3. 教員によるフィードバックがあった 
★教員が模擬選挙を活用・応用できる環境を作った 

地域の課題解決を社会の構成員の一人として主体的に担うこと

ができる力を身に付けさせること」と定めた。 



 
2.3 教員の模擬選挙参加に関する評価 
 教員の中でも「主権者教育を実施している」「実

施団体に協力的である」以上二点の条件に当てはま

る教員にインタビューを行う。加えて、模擬選挙関

係アクターにもインタビューを行う。本評価の目的

は、教員が主権者教育や模擬選挙に関わる要因及び

懐疑的になる要因を抽出することである。 
 
3 事例研究  
 上記の評価基準を用いて事例を分析する。本稿で

は調査実施済みの事例に限定して議論する。 
 
3.1 模擬選挙事例比較 
 模擬選挙出前授業を大学生主体で行なっている

３団体を比較対象とし、それぞれ実際の模擬選挙に

参加及び聞き取り調査をもとに評価している。 
 A団体は教員との連携度合い、社会科との内容接

続、十分な人員確保を特に課題として捉えている。

本物の選挙を扱わないため、模擬選挙の争点を適切

に設定する必要がある。そのため、打ち合わせの段

階で社会科科目の進捗や生徒の授業理解度・関心分

野を聞き取りする。しかし、担当教員が社会科の教

員とは限らず、上記の聞き取りが曖昧になることも

ある。 

 模擬選挙に必要な人員は団体内から確保してい

る。模擬選挙は平日または土曜日の朝から夕方に行

われるため、団体内の大学生だけは対応が難しい側

面がある。A団体は模擬選挙以外の事業もしており、

他事業との兼ね合いにより全ての模擬選挙依頼を

受諾できるわけではない。 

 B団体は人員の確保を課題として捉えている。団

体規模は縮小傾向にあり、全ての依頼には対応して

いない。ただし、模擬選挙当日の人員は外部からの

募集も行なっており、人数が確保できている。 

B 団体は新規の依頼に対応しない分、2 年目以上

のリピーターの学校に対して模擬選挙を提供して

いる。B団体に依頼をしている教員の一人は主権者

教育の実践者であり、模擬選挙への理解がある。 

C団体は模擬選挙の人材を外部から募り、授業作

成から模擬選挙の運営まで外部のメンバーと共に

行なっている。模擬選挙の争点もこれらのメンバー

と決めている。社会科との接続は意識しておらず、

生徒の理解できる範囲での授業展開を志向してい

る。 

３団体それぞれの模擬選挙特性を踏まえた上で、

以下では３団体が行なっている模擬選挙を総括す

る。 

第一に、実施科目は３団体共に社会科または課外

活動である。模擬選挙の依頼は選挙の前や学期末が

多く、比較的自由度の高い課外活動で行う学校も多

くみられる。特に課外活動で実施の際は担当教員が

 
2 2015年に文部科学省と総務省が連携して作成した主権者教育

社会科教員ではなく、学年の教員が担当するケース

は多い。 

 第二に、模擬選挙の内容に関して３団体は共に実

際の選挙を扱っていない。それぞれの団体が独自に

架空選挙を考案する。 

 第三に、模擬選挙に伴う人員の確保は課題である。

実際に A、B 団体では人員不足を理由に依頼を断っ

たケースがあり、模擬選挙市場の需要に供給が追い

ついていない現状がある。B,C団体は外部から人員

を募り、模擬選挙当日までに研修やミーティングを

行なっている。 

第四に、模擬選挙当日の担当教員以外の参加度合

いは低い。C団体は教員の参加を必要としない運営

を志向し、現状に課題意識はない。A、B団体は教員

の参加を促す必要性に言及している。 

第五に、模擬選挙後の後日のフォローアップは全

体的に充実していない。現状では、生徒にアンケー

トを実施、分析して模擬選挙の授業改善を団体が試

みる等している。その他、教員のフィードバックが

ある場合、来年度以降の参考になる。 

表２：外部団体模擬選挙比較 
評価基準 A B C 

1. 実施科目が社会科か △ △ △ 
2. 担当教員との連携度合い △ ○ ○ 
3. 社会科との内容接続意識 ○ ○ × 
4. 実際の選挙を扱う × × × 
5. 十分な人員確保 × × ○ 
6. 当日の教員の参加度合い × × × 
7. 後日のフォローアップ × × × 

 総合評価を踏まえ、以下では模擬選挙を扱う他の

事例と比較する。これらの事例と比較することで、

教育現場における模擬選挙に応用可能な条件を抽

出したい。 

 比較対象として扱う事例は「副教材私たちの拓く

日本の未来2で扱われている模擬選挙」と「教育現場

以外で催された模擬選挙」だ。 

 まずは副教材と比較する。副教材では架空の選挙

を利用する事例と併せて、実際の選挙を扱う模擬選

挙が事例として掲載されている。その上で、教師用

指導資料には公職選挙法上の留意点まで細かく記

載されており、学習指導案など教員の役割が明記さ

れている。模擬選挙前後のワークも掲載がある。た

だし、副教材を配布するだけに留まる学校もあり、

活用には至っているかは疑問が残る。 

 2019 年夏の参議院議員選挙の前には、教育現場以

外で民間企業が模擬選挙を行った事例がある。この

模擬選挙では実際の参議院議員選挙を扱った。 

 一方で、国内の高校 1516校を対象に 2018 年に行

われた模擬選挙のうち、8 割は架空の選挙を扱い、

実際の選挙を扱った事例は 6%だった。 

 副教材では架空の選挙を扱う模擬選挙と実際の

のための副教材。 



選挙を扱った模擬選挙の両方を掲載しているが、現

状の模擬選挙では架空選挙を選択する事例の方が

多い。 

表３：模擬選挙他事例比較 
評価基準 

外
部
団
体
総
合 

 

副
教
材 

民
間
企
業 

1. 実施科目が社会科か △ △ N/A 
2. 担当教員との連携度合い △ ○ N/A 
3. 社会科との内容接続意識 △ ○ N/A 
4. 実際の選挙を扱う × ○ ○ 
5. 十分な人員確保 × × ? 
6. 当日の教員の参加度合い × ○ N/A 
7. 後日のフォローアップ × ○ ? 

 
3.2 主権者教育出前授業事例比較 
 模擬選挙以外の主権者教育出前授業と表３前掲

の外部団体模擬選挙を比較する。この比較を行うこ

とで、外部団体と教員の連携の現状を明らかにし、

模擬選挙における教員の協力につながる要因を抽

出したい。評価基準は表１の基準の中から教員の協

力の側面に絞った基準を使用する。 
 B団体は模擬選挙以外にも主権者教育の出前授業

を行なっている。授業内容は違うものの授業展開・

運営で大きな差はみられない。 

 D団体はエンターテイメント性の高い授業展開が

特徴的だ。選挙をテーマに模擬選挙ではない授業を

行なっている。Bと Dは同じ高校に授業を行なって

おり、授業内容によって教員の態度に変化は見られ

なかった。ただし、同じ高校の同じ生徒に年４回授

業を行うため、担当教員との連携は依然として強い。 

  E団体は模擬請願を行なった。授業内では請願内

容を考えるワークを行い、後日実際に各地方自治体

の議員に対して請願を行なっている。これは E団体

が議員とのコネクションを持っているため行うこ

とが可能だ。模擬請願の出前授業に留まらず、それ

以降もサポートが必要なため、教員との連携が生ま

れる。この取り組みは今年度から実施され、その新

規性から教育委員会の視察が入るなど、教員を含む

関係者の参加度合いは高かった。  

表４：主権者教育出前授業比較 
評価基準 B D E 

1. 実施科目が社会科か △ △ △ 
2. 担当教員との連携度合い ○ ○ ○ 
3. 社会科との内容接続意識 × × △ 
6. 当日の教員の参加度合い × × △ 

 

 
3 2017年の主権者教育に関する有識者会議とりまとめでの提言

をうけて、総務省が主権者教育の有識者をリストにしてアドバ

3.3 各アクターの模擬選挙目的意識 
 模擬選挙実施に関わるアクターは「文部科学省、

総務省」「地方自治体」「各地方自治体の教育委員会」

「選挙管理員会、明るい選挙推進委員会」「主権者

教育アドバイザー3」「教員」「実施団体」と複雑だ。

ここでの課題は、これらのアクターが抱く模擬選挙

の目的意識にはズレが生じているということであ

る。この課題に関して、今後インタビュー調査によ

る実証を検討している。 
 
4 考察  
4.1 模擬選挙と社会科科目の接続要件 
 模擬選挙と社会科科目の接続の目的は「教員が模

擬選挙を活用・応用できる状況を作る」ことである。

A団体と B団体は社会科との内容接続意識を持って

模擬選挙を行なってきた。しかし、教員が模擬選挙

を活用できるような授業は未だ提供できていない。

表５をもとにその原因を考察すると、３つの原因が

考えられる。 

 一点目は打ち合わせ・事前準備の不完全さだ。確

かに A、B 団体は社会科との接続を意識した打ち合

わせを行ってきた。しかし、限られた時間の中で依

頼内容のすり合わせを行うことは困難だ。特に架空

の選挙を取り扱う際は、選挙の争点を外部団体任せ

にしてしまう事例が多い。外部団体は社会科科目の

進度や生徒の理解度を考慮しようと試みるが、なか

なか現状は掴みづらい。そこで、昨年度の手応えや

学校の偏差値をもとに授業を作成する他ない該当

生徒に適切な模擬選挙出前授業を作成するために

必要な情報を共有することが求められている。 

 二点目は教員によるフィードバックの少なさだ。

外部団体は出前授業を実施し、フィードバックを得

ることで改善を重ねている。生徒に対するアンケー

トもその一環だが、生徒の意見は情緒的回答（面白

い、つまらないなど）も多く、授業としての改善点

を見出すことには限界がある。そこで、生徒をよく

知っている且つ授業作成に長けている教員のフィ

ードバックは、外部団体にとって示唆に富んでいる。

事前準備の段階および授業後のフィードバックを

重ねることが、生徒や日頃の授業と外部団体の授業

のギャップを埋める可能性が高い。同時に、フィー

ドバックを行うことは教員にとっても効果的だ。フ

ィードバックを行うことが模擬選挙作成プロセス

への参加につながり、結果的に教員のノウハウ蓄積

を促すからだ。 

 三点目は「模擬選挙を活用して何を教えたいのか」

を共有していなかったことだ。模擬選挙出前授業で

教えられることには時間的制約があるため、教員に

よる波及効果を最大化する過程までフォローアッ

プすることが理想的ではないか。そのためには（１）

出前授業をどう活用・応用して欲しいのか（２）そ

イザーとして派遣している。 



の先で何が教えられるのか、以上二点を外部団体が

具体的に発信していくと良い。 

表５：模擬選挙と社会科科目接続の評価 
評価基準 

 
A B 

1. 打ち合わせで社会科の進捗を確認した ○ ○ 
2. 模擬選挙前後に予復習を行った △ △ 
3. 教員によるフィードバックがあった △ △ 
★教員が模擬選挙を活用・応用できる環境を作った × × 

 一方で、以上の改善を社会科の範囲にとどめる必

要があるのかは検証しなくてはならない。確かに架

空選挙の内容そのものの改善は社会科科目との接

続に近しい。しかし模擬選挙は選挙制度を学ぶ科目

に限らず、様々な科目に波及する可能性を指摘され

た。この点については今後の検討課題とする。 
 
4.2 教員が模擬選挙に関わるための要件 
教員は「担当教員」と「それ以外の教員」に分け

られる。それぞれ模擬選挙に関わる要因が異なる。

表４のとおり、現状では担当教員以外の参加を促す

ことは難しい。担当教員以外の参加を促した E団体

の事例では、新規性が高い授業内容と学内外の注目

度の高さが参加要因として挙げられる。しかし、二

年目以降になれば新規性による関心は失われてし

まう。担当教員以外の参加を促す要因は今後も探求

を続ける。 

一方で、表４をもとに担当教員が模擬選挙に関わ

るきっかけを考察すると、その要因は二つあった。 

 一点目は、複数回に渡って模擬選挙や主権者教育

出前授業を担当していることだ。担当教員が模擬選

挙のノウハウを蓄積することが積極的な参加につ

ながっていると考えられる。 

 二点目は、担当教員に役割が振られていることだ。

再び E 団体の事例を参照すると、出前授業以後も教

員の連携が必要なプログラムになっており、必然的

に担当教員の参加につながったようだ。 

 教員が模擬選挙やその他出前授業に参加する要

因は未だ不明瞭であり、今後インタビュー調査を通

して明らかにしていきたい。 

 

4.3 現状の障壁 
 模擬選挙と社会科の接続の必要性、教員の参加の

要因について述べた。模擬選挙を実施する主体であ

る団体と教員との間に乖離が生じてしまう現状は、

以下の二つの課題と関係していると考えられる。 

 一点目に、自治体や教育委員会のリソースを活用

できていないということだ。実際に自治体をあげて

主権者教育に取り組んでいる地域では、学校側も安

心して主権者教育に取り組めている傾向がある4。

主権者教育に対して予算がついている自治体も存

在する。自治体との連携、リソースの活用は主権者

 
4 岐阜県可児市では高校と地域が連携した「地域課題懇親会」

を実施した。2019年に文部科学省は「家庭や地域における取

教育において必要不可欠だ。 

 二点目に、架空の選挙の欠陥の多さだ。架空の選

挙で扱う政策や争点は実際の選挙と異なる部分が

多い点で限界があり、模擬選挙が形骸化する可能性

がある。実際の選挙を扱わない理由には政治的中立

性への留意があり、教育現場において実際の政治を

扱う環境づくりは今後も必要だろう。 

 

5 おわりに  
 模擬選挙の実施団体は限られた人的リソースで

教育現場との接続を意識した模擬選挙を提供して

いる。しかし、教員との連携不足によって、模擬選

挙が通常の授業から独立して存在してしまってい

る。こうした現状を解決し、教員が模擬選挙を活用・

応用できる環境はどうしたら実現するのか。 
この問いに対して本研究では教科との接続と教

員の参加の要因の視点から考察した。 
 教科との接続の視点では「打ち合わせの不完全さ」

「教員によるフィードバックの少なさ」「目的の共

有不足」を課題として指摘した。 
 教員の参加の視点では「担当教員とそれ以外の教

員のギャップ」を指摘し、担当教員の参加要因とし

て「複数回模擬選挙を担当すること」「役割が与え

られていること」の二点が考えられると結論づけた。 
 研究全体を通して教員視点の主張が足りないた

め、今後はインタビュー調査を行うことを検討して

いる。 
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Δɻ͔͠͠ɺࣗʮΒ͘͠ʯͱͳΜͳͷͩΖ͏
͔ɻͲͷΑ͏ʹͨ͠ΒࣗʮΒ͘͠ʯੜ͖Δ͜ͱ
͕Ͱ͖ΔͷͩΖ͏͔ɻ��
ɹ͜ͷ͍ݸਓతͳݪମ͔ݧΒੜ·Εͨɻචऀ
༮গظΑΓɺ࣮ੜ׆ͷ͋ΒΏΔҙܾࢥఆʹ͓͍
ͯɺ͕ࣗຊʹ͜͏͍ͨ͠ͱ͍ͯͬࢥΔ͜ͱ
ͱɺ࣮ࡍʹ͕ࣗߦಈ͢Δ͜ͱ͕ҟͳΔ߹͕
ଟʑ͋Δͱ͍͏࣮ࣄʹର͢Δ͕ٙ͋ͬͨɻࣗ
Ͱຊ͜͏͍ͨ͠ͷʹɺଞਓΛؾʹͨ݁͠Ռ
ผͷҙܾࢥఆΛ͢Δɻͦͷ֮ײʹɺݴ༿ʹͳΒͳ
͍ҧײΛ֮͑Δͷͩɻ�
 

1.2　問題の所在 
ɹม༰͢ΔࣾձͷதͰɺओମతʹߦ͑ߟಈ͢Δ͜
ͱ͕ٻΊΒΕΔΑ͏ʹͳ͖ͬͯͨɻ͔͠͠ɺࣗ
ʮΒ͘͠ʯੜ͖Δͱͯͬݴയવͱͯ͠ᐆດͰ͋
Δɻ͞ΒʹɺࣗʮΒ͠͞ʯΛͣͤ͞͡ײʹੜ͖
͍ͯΔਓʑͱɺࣗʮΒ͠͞ʯΛදग़ͤͯ͞ੜ͖
͍ͯΔਓʑɺ྆ऀͷؒʹͲΜͳࠩҟ͕ଘ͢ࡏΔ
ͷͩΖ͏͔ɻ�
ɹ݁Ռͱͯ͠ɺࣗʮΒ͘͠ʯੜ͖Δ͜ͱࣗ
ͱͦͷपΓʹͲΜͳӨڹΛ༩͑Δ͜ͱʹͳΔͷͩ
Ζ͏͔ɻ�
ɹຊͰɺࣗʮΒ͠͞ʯͷදΛ୳Γɺͦͷ
දग़ཁҼΛ͢ߟΔ͜ͱͰ͜ΕΒͷٙͷ͑Λ
�ɻ͍͚ͯͭ͘ݟ

2　内的自己と外的自己の対立 
ɹ·ͣɺ࣮ੜ׆ͷ͋ΒΏΔҙܾࢥఆʹ͓͍ͯɺࣗ
͕ຊʹ͜͏͍ͨ͠ͱ͍ͯͬࢥΔ͜ͱͱɺ࣮ࡍʹ
͕ࣗߦಈ͢Δ͜ͱ͕ҟͳΔ߹͕ଟʑ͋Δɺͱ
͍͏ࣗͷݪମ͔ݧΒɺݸਓͷதʹೋͭͷҟͳ
Δਓ͕֨ଘ͍ͯ͠ࡏΔͷͰͳ͍͔ͱԾઆΛཱͯ
ͨɻ�
ɹ͜ͷԾઆʹ͍֮ۙײͷΪϟοϓΛՏ߹ʢ����ʣ
ɺʮମ͕ੜ͖͍ͯΔ࣮ݱͱɺਓ͕ؒੜ͖͍ͯΔ
�ɺ͠ݱͱͷဃʯɺʮΘͨ͠ͱࣗʯͱද࣮ݱ
,JNʢ����ʣʮతੈքͱ֎తੈքͷؒʯ·ͨɺ
ʮແҙࣝͱҙࣝͷؒʯͱද͍ͯ͠ݱΔ�ɻ�
ɹ͞Βʹ๛ాʢ����ʣਫ਼ਆ࣬ױΛऀױͨͬױͷ
ྫΛ͛ڍɺʮΘͨ͠ʯͱʮࣗʯʹ͍ͭͯ۩ମత
Ͱ͋ࡏΔ�ɻ͕ࣗʮࣗʯͱ͍͏ଘ͍ͯ͠ߟʹ
Δ͜ͱɺੜ·ΕͯࣗզΛ͔ͯͬ࣋Β͙͢ɺͱ
ҧ͏ʮࣗʯɺྡͷڙࢠͱҧ͏ʮࣗʯͱ͠
ͯೝࣝ͢Δɻ͔͠͠ɺʮΘͨ͠ʯͱ͍͏֮ײগ

��தଜ๛ʮμΠόʔγςΟ�ΠϯΫϧʔδϣϯͷجຊ֓೦ɾྺ࢙తมભ͓Αͼҙٛʯʰߴઍึʱר���߸ɺ����ɺ�����ท��
��Տ߹൏༤ʮ৺ཧྍ๏ʹ͓͚Δମੑʯʰ৺ཧྍ๏ͱମʱؠॻళɺ����ɺ����ท�
��4VO�IZF�,JN�l5IF�BTQFDU�PG�UIF�QIZTJDBM�TFOTFT�JO�BSUJTUJD�FYQSFTTJPO�FYQFSJFODFzʰཱڭେֶྟচ৺ཧֶڀݚʱר�ɺ����ɺ������ท��
��๛ాԂࢠʮ͜͜ΖͷશମੑͱੑݸʕΘͨ͠Β͕͠͞ҙຯΛͭ࣋ͱ͖ʕʯՏ߹൏༤ฤʰ৺ཧྍ๏ͱੑݸʱؠॻళɺ����ɺ�����ท�

mailto:taiyo.mochida@keio.jp


ਓɺࣾձݸքΛೝࣝ͠ɺूஂͷதͷੈ͍ͭͣ͠
ͷதͷҰਓͱ͍͏ೝࣝΛ͔ͯͬ࣋Βͬͱೝࣝ͢
ΔΑ͏ʹͳΔɻࣾձͱൺֱͯ͠ͷʮΘͨ͠ʯͭ·
Γɺ૬ରతʹͨݟʮΘͨ͠ʯͳͷͰ͋Δɻ�
ɹ͜͜Ͱ͏ݴʮࣗʯͱɺࣗͷதͷຊ࣭తͳ
ࣗࣗͷҙࢥɺͭ·ΓతࣗݾͰ͋Γɺࣾձͱ
ͷؔΘΓ͕ͳࣗࣗ͘ͷརӹΛٻΊΔଘࡏͰ͋
Δɻରͯ͠ɺʮΘͨ͠ʯͱࣾձͷதͰੜ͖Δݸ
ਓͱͯ͠ͷࣗͷҙࢥɺͭ·Γ֎తࣗݾͰ͋Γɺ
ࣾձͷதͰͷࣗͷརӹΛ༏ઌ͢ΔଘࡏͰ͋Δͱ
�Δ�ɻ͑ߟ
ɹҰൠʹɺ࣮ੜ׆ʹ͓͍ͯతࣗݾͱ֎తࣗݾΛ
ҙࣝ͢Δ͜ͱগͳ͍ɻແҙࣝతʹ྆ऀͷҙࢥΛ
ઓΘͤஅ͠ɺߦಈΛ͍ͯ͠Δɻ͔͠͠ɺͦͷ
அฏʹߦΘΕ͍ͯΔͷͩΖ͏͔ɻ�
ɹҙܾࢥఆʹ͓͍ͯ֎తࣗݾͷӨڹ͍ڧɻͨࢲ
ͪ΄ͱΜͲͷਓʑࣾձͷதͰੜ͖͍ͯΔɻͦͷ
ͨΊɺࣾձͷதͰ͕ࣗੜ͖ΔͨΊͷརӹΛ༏ઌ
͢Δ֎తࣗݾͷҙ͘ڧ͕ࢥө͞ΕΔ͜ͱ͕ଟ͍
ͷͰ͋Δɻ�

3　自己呈示のプロセス�
ɹલઅΛ௨ͯ͠ɺࣾձ͔Βͷઢ͕ࣗͷҙܾࢥ
ఆʹӨڹΛٴ΅͍ͯ͠Δ͜ͱ͕Θ͔ͬͨɻ͜ͷࣗ
ʮΒ͠͞ʯͷදग़ʹɺࣗͱଞਓʢࣾձʣͷ
ೋͭͷΞΫλʔ͕ଘ͢ࡏΔ͜ͱΛ೦಄ʹஔ͔ͳ͘
ͯͳΒͳ͍ɻ�
ɹతࣗݾͷҙࢥΑΓ֎తࣗݾͷҙ͕ࢥ༏ઌ͞
ΕΔɺͱ͍͏ͷ͍͑ݴΔͱɺ͕ࣗྑ͍ͱࢥ
͏ओுΑΓ૬खʹͱͬͯҹ͕ྑ͍ͱ͏ࢥओு
Λ༏ઌ͢Δɺͱ͍͏͜ͱʹͳΔɻ͜͜Ͱɺࣗݾఄ
ࣔͱ͍͏ํ͑ߟΛऔΓೖΕΔɻ͜Εɺଞऀ͕ࣗ
ʹରͯ͠ܗ͢ΔҹΛૢ͠࡞Α͏ͱ͢Δϓϩ
ηεͷ͜ͱΛ͢ࢦ���ɻ֎తࣗݾͷ༏ઌɺࣗݾఄࣔ
ͷϓϩηεʹ͓͍ͯɺଞऀʹ๊͍ͯཉ͍͠ͱ͏ࢥ
�Α͏ͱ͢Δ͜ͱͰ͋Δɻ͠ݱͷΠϝʔδΛ࣮ݾࣗ
ɹࣗݾఄࣔͷϓϩηεͰɺެతࣗҙࣝͱࢲతࣗ
ҙ͕ࣝ࡞༻͍ͯ͠ΔɻެతࣗҙࣝͱɺଞऀʹͲ
ͷΑ͏ʹΈΒΕΔ͔ʹରͯؔ͠৺Λͭ࣋ఔͰ͋

Γɺࢲతࣗҙࣝɺࣗݾͷతಛੑʹؔ৺Λͪ࣋
දग़͍ͨ͠ͱ͏ࢥఔΛ͢ࢦɻ�
ɹҙܾࢥఆʹ͓͍ͯجຊతʹతࣗݾͷҙࢥΑΓ
֎తࣗݾͷҙ͕ࢥ༏ઌ͞ΕΔɺͱड़ͨ͠ɻͦ
Εɺެతࣗҙ͕ࣝ͘ڧಇ͖ɺࢲతࣗҙࣝΛ੍
ͨ͠ঢ়ଶͰ͋Δͱ͑ݴΑ͏ɻͦ͜Ͱɺࣾձͷͳ
͔ͷࣗΛҙࣝͯ͠ҹૢ࡞Λ͢Δ͋·Γɺ࡞Γ
্͕͛ͨࣗऔΕͳ͘ͳͬͯ͠·͍ɺຊͷࣗ
͕ࣦΘΕͯ͠·͏͡ײ͑͞ੑݥةΔ�ɻ�
ɹެతࣗҙ͕ࣝ͘ڧಇ͖ɺࣾձʹ͋Δ͖ͱ͑ߟ
ΒΕΔৼΔ͍Λ͍ͯ͠Δ͕࢟ɺ௨ৗͳৼΔ͍
Ͱ͋ΔɻͰɺͦͷٯʹɺެతࣗҙࣝΑΓࢲతࣗ
ҙ͕ࣝྫ͍ڧͲ͜ʹΈΒΕΔͩΖ͏͔ɻ�

4　「らしさ」の表象 
4.1　「装い・外見」による自己表現 
ɹࣗݾఄࣔͷϓϩηεɺଞऀʹ๊͍ͯཉ͍͠ͱ
Α͏ͱ͢Δ͜ͱͰ͋͠ݱͷΠϝʔδΛ࣮ݾࣗ͏ࢥ
Δɻͦͷํ๏ɺߦಈߦҝͱͨͬݴʹ͑ݟΔ
͜ͱ͔Βɺݴಈ͍ͳͲʹ͑ݟͳ͍͜ͱ·Ͱ
༷ʑʹଘ͢ࡏΔɻຊɺͦͷதͰʮ͍ɾ֎
�ʯͱ͍͏෦ʹ͢Δɻݟ
ɹΑ͘ɺਓୈҰҹͰܾ·ΔͳͲͱ͍͏ݴ༿Λ
ฉ͘͜ͱ͕͋Δ͕ɺʮ͍ɾ֎ݟʯʹɺଞऀʹ
ΑͬͯັྗΛධՁ͞ΕΔɺରଞతػ͕͋Δ�ɻ
͍ࣗʹͱͬͯҰ൪͍ۙࣗݾදݱͷϝσΟΞͰ͋
Γɺଞऀ͕ࣗΛධՁ͢ΔҰ൪࠷ॳͷϝσΟΞͳ
ͷͰ͋Δ��ɻ�
ɹ͞Βʹɺ͍ʹެతࣗҙࣝࢲతࣗҙࣝͷ
ࡇࠗףΔɻ͑ߟΕ͍͢ͷͰͳ͍͔ͱݱ͕
ʹྱͰɾύʔςΟʔಉ૭ձʹυϨεΞο
ϓͯ͠ɾब৬׆ಈʹϦΫϧʔτεʔπͰɺͳͲͱ
ͷબ໌֬ʹެతࣗҙࣝʹߦ͍ͯͮجΘΕ
͍ͯΔɻ·ͨɺಠಛͩɾมͩɾ͕͋ੑݸΔͱ͏ࢥ
Α͏ͳ͍Λ͍ͯ͠Δਓɺͦ͏͋Δ͖Ͱ͋Δ
ͱଞਓ͔Βظ͞Ε͍ͯΔͱဃͷ͋Δ
Λ͍ͯ͠Δ͔Βͦ͏அ͞Εͯ͠·͏ɻͦͷ࣌ɺ
൴ΒެతࣗҙࣝΑΓࢲతࣗҙ͕ࣝউ͍ͬͯΔঢ়
ଶͳͷͰͳ͍ͩΖ͏͔ɻ�

��֯ળʮ͜͜Ζͱ͔ΒͩͷؔੑʯՏ߹൏༤ฤʰ৺ཧྍ๏ͱମʱؠॻళɺ����ɺ�������ท��
��Ӝޫതɾଜӳ࠸ʰలݱ�ͷࣾձ৺ཧֶݸ��ਓͷͳ͔ͷࣾձʱ৴ॻɺ����ɺ�������ท��
��ધӴʰࣗͱԿ͔�ʮࣗզͷࣾձֶʯೖʱ߃ࣾްੜֳɺ����ɺ�������ท��
��લܝɺӜޫɾଜʰలݱ�ͷࣾձ৺ཧֶݸ��ਓͷͳ͔ͷࣾձʱ�������ท��
��ιγΦϝʔλʔཧʹΑΔͱɺଞऀͷධՁ͕ࣗݾͷධՁʹઌཱͭͱ͞Ε͍ͯΔɻ·ͨɺਓྨͷجຊతͳಛूஂͷґଘੑͰ͋Γɺࣾձूஂॴଐ͠Α͏ͱ͢Δੜཧతཉ
͔Β�ʱφΧχγϠग़ࢹʰ૫ͤͱ͍͏�ମͷ͍�ҹཧͷܒඞཁෆՄܽͰ͋Δɻླެ͕ݟఆతͳҙߠΔͱ͞Ε͍ͯΔɻࣾձूஂॴଐ͢ΔͨΊʹଞऀ͔Βͷ͕͋ٻ
൛ɺ����ɺ�����ท�
���લܝɺӜޫɾଜʰలݱ�ͷࣾձ৺ཧֶݸ��ਓͷͳ͔ͷࣾձʱ�������ท��
���ੴҪୡʰҟͷηΫγϡΞϦςΟʱ৽॓ॻɺ����ɺ�����ท�
���͜͜ͰɺηοΫεͱੜֶతɾղֶతͳੑࠩΛҙຯ͢Δɻͭ·ΓɺมԽ͠ͳ͍ͷɻδΣϯμʔͱࣾձతɾจԽతͳੑࠩΛҙຯ͢Δɻͭ·ΓɺมԽ͠ಘΔͷɻͱ
͢ΔɻൺɾࡾӜɾଜࢁʮʮ͔Βͩʯͱʮ͜͜Ζʯ͕ͪ͏ͷ͔ ʯൺܒ�ଞ�ฤஶʰ͔ΒͩͲ͜ʹ͋Δ �ϙοϓΧϧνϟʔʹ͓͚Δମදʱࣾ�ྲྀ࠼ɺ����ɺ�����ทɹ
ֶʰϙετδΣϯμʔͷࣾձཧʱ੨ࣾٷɺ����ɺ�����ท�



4.2　“性的ねじれ”のないトランスヴェスタイト�
ɹຊͰɺʮ͍ɾ֎ݟʯʹ͓͍ͯಛҟͳྫࣄ
ΛݟΔ͜ͱͰɺެతࣗҙࣝΑΓࢲతࣗҙ͕ࣝউͬ
͍ͯΔঢ়ଶͷཁҼΛଌΖ͏ͱࢼΈΔɻͦͷಛҟͳ
ͱͯͨ͠͠ͷ͕ɺτϥϯεϰΣελΠτྫࣄ
ͱশ͞ΕΔਓʑͰ͋Δɻ�
ɹτϥϯεϰΣελΠτͱɺऀࡨͱ༁͞
ΕΔҟੑऀΛޠ༺͢ࢦͰ͋Δ��ɻτϥϯεϰΣε
λΠτͱຊདྷɺੑࣗೝੑత͕ࢦੜֶతʹ
ੜ·Εͨͬ࣋ηοΫεͱҟͳΔਓͷ͜ͱΛ͢ࢦ���

��ɻτϥϯεδΣϯμʔͷҰछͰ͋Δɻτϥϯε
ϰΣελΠτͷਓʑɺҟੑԽ͍ͨ͠ɾҟੑΛԋ
͍ͨ͡ͱ͍͏ϞνϕʔγϣϯͰҟੑͷΛ͢
Δɻʢ͜͜ͰɺຊདྷͷδΣϯμʔֶͳͲͱຊΛ۠
ผ͢ΔͨΊʹɺੑࣗೝੑత͕ࢦੜ্ֶͷ
ηοΫεͱҟͳ͍ͬͯΔ͜ͱΛlੑతͶ͡Εzͱද͢
͜ͱʹ͢Δɻʣ�
ɹ͔͠͠ɺࡏݱຊͷएʹ͓͍ͯɺlੑతͶ͡
Εz͕ͳ͍ʹ͔͔ΘΒͣɺҟੑΛ͢Δਓʑ͕ݟ
ड͚ΒΕΔɻ�
ɹࡏݱͷຊͰɺ-(#52�ͳͲͷೝ্͕
͕͖ͬͯͨͱ͍͑ɺ༰࢟ʹؔͯ͠ݹདྷͷδΣϯ
μʔ͍ͯͮجʹൣنஅ͕͞Ε͍ͯΔɻஉஉΒ
͘͠ৼΔ͏͜ͱΛظ͞ΕɺঁঁΒ͘͠ৼΔ
͏͜ͱΛظ͞Ε͍ͯΔɻͭ·Γɺެతࣗҙࣝ
ৼΔ͓͏ͱͨ͠߹ɺࣗͷηοΫ͍ͯͮجʹ
εͱಉํͷ༰࢟Λ͢Δඞཁ͕͋Δɻ�
ɹࣾձʹରͯ͠ظ͞Ε͍ͯΔʢ͕ࣗஉͰ͋Ε
உͷΛ͢Δͱ͍͏͜ͱʣ͍Λͤͣʹҟੑ
Λ͢Δ࣌ɺlੑతͶ͡Εz͕ͳ͍τϥϯεϰΣελ
ΠτͷதͰ໌Β͔ʹɺࢲతࣗҙ͕ࣝެతࣗҙ
ࣝʹউ͍ͬͯΔͱ͑ߟΒΕΔɻ�
ɹͦ͜ͰɺlੑతͶ͡Εz͕ͳ͍τϥϯεϰΣελΠ
τ͕ͳͥɺެతࣗҙࣝΑΓࢲతࣗҙࣝΛ༏ઌͤ͞
ͯҟੑͱ͍͏ܗͰࣗʮΒ͠͞ʯΛදग़͢Δ͜
ͱ͕Ͱ͖ͨͷ͔ͦͷཁҼΛ໌Β͔ʹ͠Α͏ͱ͑ߟ
ͨɻ�

5 　自分「らしさ」の考察�
ɹͱͱɺతࣗݾͱ֎త͕ࣗݾରཱͨ͠ஈ֊
ͰɺͦͷతࣗݾࣗΒ͠͞ͷཁૉͰ͋Δͱߟ
͑Δɻ͔͠͠ɺجຊతʹ֎త͕ࣗݾ༏ઌ͞ΕΔͨ
ΊɺͦͷࣗΒ͠͞ͷཁૉ֎෦ʹදग़͠ͳ͍ɻ
͞Βʹɺ͜ͷతࣗݾͱ֎తࣗݾͷରཱແҙࣝ
తʹߦΘΕ͍ͯΔͨΊɺຊਓ͕͍֮ࣗͯ͠ͳ͍͜
ͱ͕ଟ͍ɻ�

ɹ௨ৗɺެతࣗҙࣝͷ༏ઌʹΑͬͯతࣗݾ
͑ΒΕ͍ͯΔɻ͔͠͠Կ͔ͷཁҼʹΑΓɺࢲతࣗ
ҙ͕ࣝެతࣗҙࣝʹউͬͯ͠·ͬͨ࣌ɺతࣗݾ
֎෦ʹදग़͢Δɻ֎෦ʹදग़ͯ͠ॳΊͯɺଞਓ
ʢࣾձʣͦͷଘࡏʢࠩҟʣʹͮ͘͜ؾͱ͕Ͱ͖
Δɻత͕ࣗݾજࡏతʹ͋ͬͨ߹ࣗࣗ
ͦͷ͕ͭ͘͜ؾʹ࣌ͱʹͳΔɻ֎෦ʹදग़ͯࣗ͠
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適正温度下の輸血（１単位）のドローン（マルチコプター）

による中距離（10km超）輸送方法の確立 
 

薬師寺恒紀
*
  （指導教員 武田圭史

**
） 

*慶應義塾大学 総合政策学部４年 （2020 年 3 月卒業予定） 
**慶應義塾大学 環境情報学部 

*s16947ky@sfc.keio.ac.jp, **keiji@sfc.keio.ac.jp 

キーワード：ドローン、輸血、福島ロボットテストフィールド 

 
1 研究の背景 

人命救助探査及び、防災用でのドローンの活用・

導入事例が増加している。血液サンプル、薬品輸送

へのドローンの活用事例及び、導入のための実験が

世界的に始まっている。（特に本土から距離の離れ

た）離島への輸血の搬送、現地での保管、及び未使

用のまま期限切れになる輸血（血液製剤）の発生が

問題になっている。 

 

2 実施内容 

2.1 実験の概要 

災害時等での医薬品等の搬送においては、洪水や

積雪等により自動車等の陸上輸送では限界がある

ことが想定される。よって、必要な医薬品等を適切

に、他の手段により安全に搬送することを確立する

必要があり、現在実験を行なっている。その一環と

して、今回、ドローンを使用した血液の中距離（10km

超）搬送方法を確立した。 

2.2 実験方法 

実験場所：福島ロボットテストフィールド 

実験日時：2019 年 9 月 12 日 

使用機体：M1000(マゼックス社製) 

慶應SFC未来創造塾WEST街区及び、長野県東御市

において、各複数回の模擬実験を行なった上で、血

液製剤用定温管理剤を入れた保冷箱に、献血血液

(輸血)を入れた上で、ドローンに搭載し、福島ロボ

ットテストフィールド滑走路において、ドローンに

よる連続往復飛行１０km超（中距離）による適正温

度管理下での輸血の搬送実験及びその品質の評価

を行った。 

 

図１：実験時のM1000（マルチコプター ドローン）

の飛行の様子（福島ロボットテストフィール

ド,2019年9月12日） 

2.3  結果 

ドローンによる飛行中、輸血パックの温度は、2

から 6 度(適正温度の範囲)の間で推移しており、ド

ローンによる輸血の輸送が可能なことを確認した。

また、輸血の品質に関して、溶血(LDの変化率によ

り算出)は、災害時等の救急使用時において問題と

ならない数値であった。 

 

3 献血血液（輸血）の使用の許可、及び血液の品

質の評価について 
現在「ドローンで血液を運ぶ研究」というテーマ

で共同研究をしている東京都立墨東病院輸血科藤

田浩先生及び、卒業研究の指導教員である武田圭史

教授名で、2019年4月から2023年3月までの期間で、

日本赤十字社から献血血液（輸血）の使用の許可を

得ている。（日本赤十字社「献血血液等の研究開発

等への有効利用について」,管理番号47,受付番号

31J00017,献血者説明課題名「ドローンで血液を運

ぶ研究」

http://www.jrc.or.jp/activity/blood/pdf/H31_0

4_16_31J0017.pdf） 

また、血液の品質の評価は、現在、東京都立墨東

病院輸血科藤田浩先生に行っていただいており、今

後も行っていただく予定である。 

 

４ 今後の課題 
ドローンの補助者なし目視外飛行（概ね１km程度

以上のドローンの飛行）による適正温度管理下かつ

品質を保持した輸血のドローンによる搬送方法の

確立、及び社会実装にあたり、航空法等に基づく飛

行許可申請及びその許可承認を国土交通省航空局

等から得る必要があり、携帯電話回線（４G回線、

及び５G回線）等を用いた、ドローンの送信機（コ

ントローラー）と、ドローン機体（本体）等の遠隔

接続などの技術的課題をクリアすることが必要で

ある。 

 

５ おわりに 
ドローンによる輸血の輸送を、日本国内において

社会実装するにあたり、「４ 今後の課題」に記載



した目視外飛行（概ね１km程度以上のドローンの飛

行）による飛行実験及び、VTOL無人機や固定翼無人

機の利用を含めた更なる中長距離の飛行

（~100km,~1000km）を行うためには、基礎実験(今

回の実験)に比べて、多額の費用がかかるため、活

動資金の獲得が必要である。 
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患者の安全な介助と移動に関する研究動向 
―計量書誌学的分析― 

 

〇渡邊敏基*  （指導教員 山本亜矢**） 

*慶應義塾大学 看護医療学部４年 （2020 年 3 月卒業予定） 
**慶應義塾大学 看護医療学部 

*i16220tw@sfc.keio.ac.jp, **ayamamot@sfc.keio.ac.jp 
キーワード：Safe Patient Handling and Movement（SPHM）、腰痛、看護師、 

計量書誌学的分析、計量書誌学的マッピング 
 
1 はじめに 

わが国の医療現場における、患者の体位変換や移

動介助技術は、身体力学的なボディメカニクスの考

え方を理解し、その技術を活用することが重要とさ

れ（任，2017）、人の手で行われることが多い。し

かし、このような援助方法は看護師が腰痛を発症す

る要因のひとつとなっており（内藤ら，2002）、わ

が国では、7 割弱から 8 割強の看護師が腰痛を抱え

ているとの報告がある（日本医療総合研究所，2012）。
このような背景を受け、2013 年に厚生労働省が 19
年ぶりに「職場における腰痛予防対策の指針」を改

訂し、ヘルスケア従事者に対する健康の保持増進の

必要性を提示したが（厚生労働省，2013）、看護師

を含む保健衛生業従事者の災害性腰痛による休業日

数（4 日以上）は、1593 件／年と依然として多く（厚

生労働省，2017）、看護師の腰痛問題はいまなお顕

在している状況である。 
一方、海外では、患者移動介助時における看護師

の腰痛問題に対する取り組みが進んでいる。特に、

米国では患者の安全な介助と移動（Safe Patient 
Handling and Movement：以下SPHM）といわれ

る、患者の介助移動方法のアセスメント方法から、

実際のリフトを用いた介助、介助者への教育、安全

な病院設計に至るまで、看護師の腰痛予防に焦点を

当てた包括的なプログラムが発展し、州、国家単位

で実施されている（Nelson,A.，2010）。 その結果、

米国では看護師のMusculoskeletal disorders（筋骨

格系障害：以下MSD）発症率と発症に関わる休業日

数において統計的に有意に減少したとの報告がある

（Nelson,A.ら，2006）。また、国際標準化機構

(International Organization for Standardization
：以下 ISO)も、 2012 年に「 ISO TR 12296：

Ergonomics-Manual handling of people in the 
healthcare sector（人間工学-介護部門における徒手

的な介助）」として、医療現場における介助者のMSD
リスクを診断するためのガイドラインを制定してい

る（ISO，2012）。 
わが国において、看護師を含めた医療従事者の腰

痛問題を解決していくためには、「ボディメカニク

ス」を前提とした患者の移動介助技術ではなく、科

学的根拠に基づいた腰痛予防政策の実現へ向けた研

究とその基盤が必要であると考えられる。そこで本

研究では、諸外国における看護師の腰痛予防政策の

発展過程を知るために、計量書誌学的に分析を行う

こととする。計量書誌学（bibliometrics）とは、「数

学的・統計学的手法を用いて、図書館における文献

やサービスの利用に関連するパターンを研究・識別

し、特定の文献群の特にその著者、出版、利用の歴

史 的 展 開 を 分 析 」 す る 学 問 分 野 で あ る 
（Reitz,J.M.,2014）。 
本研究の目的は、計量書誌学的分析を用い、諸外

国における腰痛予防政策の一環である“ Safe 
Patient Handling and Movement”に関する研究動

向を分析することで、その発展過程とその特徴を示

し、わが国における看護師の腰痛予防政策の実現へ

向けた社会的課題および今後の研究課題について示

唆を得ることである。 
 

2 方法 
2.1 文献検索方法 
本研究では、計量書誌学的手法を用いて文献の著

者や抄録等の書誌データを分析の対象とするため、

Scopus を用いて分析を行うこととする。Scopus は、

抄録・引用文献データベースで、収録文献の書誌デ

ータの分析および視覚化が可能であり、

Field-Weighted Citation Impact（以下 FWCI）を論文評

価指標として採用している。FWCI とは、1.00 を上

回る値を持つ文献は、平均よりも多く引用されてい

ることを意味し、出版年や分野、文献タイプを考慮

し、類似の文献と比較してどの程度その文献が引用

されたか示す指標である。そのため、出版年や分野

間を超えて、文献の影響度を比較することが可能で

ある（エルゼビアジャパン株式会社,2018）。 
Scopus を用いた SPHM のキーワードと検索式は、

「“Safe Patient Handling and Movement”OR“Safe 
Patient Handling”OR“Safe Patient Handling and 
Mobility”OR“Safe Patient Handling and Mobilization”」
（検索日：2019 年 10 月 16 日）とし、Conference paper
や Review を除いた Article ならびに英語文献に限定

した。検索期間は 1990 年 1 月から 2019 年 10 月 16
日までとした。 

 



2.2 分析方法 
2.2.1 計量書誌学的分析 
対象とする書誌データは、文献の出版年、文献が

属している分野、著者、国/地域、著者の所属研究機

関、文献の被引用数、抄録とした。Scopus によって

得られた対象文献の書誌データは、Excel にエクスポ

ートし、データに基づきグラフ、表を作成した。ま

た、分析過程において Scopus に収録されていた重複

している文献や著者は削除、統一した。 
 

2.2.2 計量書誌学的マッピング 
対象文献の抄録を VOSviewer（version1.6.12:オラ

ンダ、ライデン大学）にエクスポートし、抄録出現

語句のクラスター分析を実施した。 
 VOSviewer とは、計量書誌学的ネットワークの分

析を目的としており、ネットワークデータに基づき、

その構造をクラスタリングし、マッピングするソフ

トウェアである。マッピングされた要素は、クラス

ターごとに色が割り当てられる。マップ上では重要

性が高いものほど大きく表示され、要素間の距離が

近いほど高い関連性を示している（Nees Jan van Eck
ら,2019） 
本研究では、諸外国における腰痛予防政策に関す

る研究動向を分析するために、対象となる各文献に

おける抄録語句の出現頻度を設定し、クラスターご

とに分類することで、腰痛予防政策に関する研究構

造をマッピングした。さらに、抄録出現語句の平均

出現年数に基づき、時系列分析を実施した。 
 

3 結果  
3.1 計量書誌学的分析 

文献検索を行った結果得られた 170 件の文献を対

象に以下の分析を行った。 
 

3.1.1 文献数と出版年 
 SPHM に関する最初の文献は 1990 年に出版され、

2003 年まで 1 件/年未満であった。2004 年以降は徐々

に文献数が増加し、2010 年前後には年間 15 件以上

となり、2018年には最も多い 21件に推移していた。 
 
3.1.2 研究分野 
 SPHM に関する研究分野は Nursing が最も多く

40% を 示 し 、 次 い で Medicine ： 33% 、 Health 
Profession：13%、Social Science：6%、Engineering：
3%であった。 
 
3.1.3 国/地域における文献数 
 SPHM に関する文献は、20 か国以上の国で出版さ

れており、米国が最も多く 122 件、次いでカナダが

9 件、英国 6 件、オーストラリア 4 件であった。日

本は含まれていなかった。 
 
3.1.4 著者 
 著者別の文献数は、Nelson,A.が最も多く 16 件の

文献を出版しており、次いでWaters,T.R.が 11 件、

Powell-Cope,G.が 6 件であった。 
 
3.1.5 著者の所属機関 
 SPHM に関する文献の著者所属機関別文献数は、

VA Medical Center が最も多く 22 件であった。次い

で National Institute for Occupational Safety and Health
が 11 件であった。上記２つの研究機関は、いずれも

米国所在である。 
 
3.1.6 被引用数 
被引用数および FWCI が最大であった文献は、

Nelson,A.らによる“Development and evaluation of a 
multifaceted ergonomics program to prevent injuries 
associated with patient handling tasks”(2006)であった

（被引用数 184、FWCI 10.04）。 
 

3.2 計量書誌学的マッピング 
分析の結果、1990 年から 2019 年に出版された 137

件の文献を対象に、VOSviewer を用いてクラスター

分析を実施した。語句の出現頻度は 10 とし、関連性

の高い上位 60%の語句を条件とした結果、25 語とな

り、4 つのクラスターに分類された（表 1）。 
表 1 クラスター分析による抽出語句 

語句 頻度 関連性 語句 頻度 関連性 語句 頻度 関連性 語句 頻度 関連性
caregiver 37 1.58 education 25 1.08 facility 22 0.4 development 16 0.5
cost 21 0.88 knowledge 28 1.35 practice 98 1.1 effect 27 0.54
device 33 0.75 nursing 13 0.8 sph 21 2.01 evaluation 21 0.59
health care worker 14 0.98 sphm 23 1.25 sph equipment 14 3.24 implementation 48 0.69
lift 38 1.44 student 54 1.98 sph program 17 1.27 sphm program 23 1.37
msd 10 1.18 technique 26 1.09
pain 36 1.11 training 48 0.63
patient handling task 14 0.73

クラスター1 クラスター2 クラスター3 クラスター4

 
さらに、4 つのクラスターから示された各研究分

野は、クラスター1：「医療従事者や介護者の MSD
に関連した社会的な損失およびリフトや機器の使

用」、クラスター2：「学生や看護師に対する SPHM
に関する知識や技術の教育」、クラスター3：「施設

における SPH プログラムの実施」、クラスター4：
「SPHM プログラムの実践からその効果および評価、

発展」であった。 
また、抄録出現語句の出現平均年数をもとに、マ

ッピングし、時系列分析を行った。その結果をもと

に、研究動向を第Ⅰ期から第Ⅲ期に分類した。第Ⅰ

期（SPHM および SPH に関する基礎研究）には、

“cost”や“msd”、“lift”、“education”、といっ

た語句がマッピングされ、第Ⅱ期（SPH 研究）には、

“sph”、“sph equipment”、“sph program”がマッピン

グされた。第Ⅲ期（SPHM 研究）には、最新の研究

トピックとして、“sphm program”、“development”が

マッピングされた。 
 
4 考察 
4.1 SPHM の研究動向と研究分野としての成長 

SPHM に関する研究は、プログラムの開発が米国で

行われたことから、多くの文献が米国に属していた。

また、米国における最初の研究は Trossman S.による

もので 2004 年から始まり、それ以降文献の出版数は



増加していった。この背景には、米国において 2003
年に米国看護師協会（American Nurses’ Association：
ANA）による、安全な患者介助と MSD 予防を推進

する人間工学的キャンペーン“Handle with Care”の始

まりや、米国の労働安全衛生局（Occupational Safety 
and Health Administration：OSHA）による、介護機器

の導入を推奨した“Guidelines for Nursing Homes”の
策定が実施されたためだと考えられる。米国では、

現在でも SPHM の文献数は増加傾向にあり、社会動

向に合わせた研究分野としての成長が今後も見込ま

れる。 
 クラスター分析によって示された研究テーマであ

る「医療従事者や介護者の MSD に関連した社会的

な損失およびリフトや機器の使用」では、医療従事

者等の MSD 予防による健康の保持増進以外に、

MSD 発症に伴う社会的損失に焦点が当てられてい

た。これは、MSD を発症した医療従事者に対する費

用増大の抑制が、SPHM プログラム実施の目標の 1
つであるためと考えられる（Hunter B.ら,2010）。 
また、「学生や看護師に対する SPHM に関連した

知識や技術の教育」が示された理由としては、SPHM
プログラムの実践に伴い、新たな専門知識と技術の

獲得が不可欠となるためと考えられる。 
さらに、時系列分析では、最新の研究トピックで

もある SPHM プログラムや、その前身である SPH
プログラム等の出現語句以前に、“msd”や“pain”、
“cost”、“lift”等の語句がマッピングされていた。

これは、看護師を含めた医療従事者等の MSD 発症

に伴う健康被害や社会的な損失が、MSD 予防政策と

してのSPHMプログラム発展の起点になったことを

意味すると考えられる。 
MSD 予防プログラムである SPHM や SPH を導入

していくにあたり、導入の基盤となる科学的根拠に

基づいた基礎研究が必要であることは明確である。

SPHM プログラムでは、MSD 予防を実施すべき社会

的な根拠が示され、より効果的なプログラムの導入

に向けたリフトの使用や教育方法等に関わる研究が

実施されている（Guthrie P.F.ら,2004，Ann Adamczyk 
M.,2018，Alamgir H.ら,2011）。 
 
4.2 SPHM 研究の学際的発展 
 SPHM に関する研究は、看護や医療の分野以外で

ある Social Sciences や Engineering の分野でも研究が

行われていた。Social Sciences の分野で研究されてい

る理由の 1 つとして、看護師の労働安全や社会的損

失の視点を含んだ研究（Marras,W.S.ら,2009、
Hignett,S.ら,2007）が必要不可欠であったためと考え

られる。また、Engineering の分野では、患者介助、

移動時のリフト装置の使用や人間工学に焦点を当て

た研究（Dutta,T.ら,2012、Berthelette,D.ら, 2012）が

含まれていた。これは、米国でも従来、ボディメカ

ニクスの活用によって看護師の腰痛予防を推進して

いたが、科学的根拠に欠けるとしてボディメカニク

スを撤廃するための基礎研究の必要性が推進された

ためと考えられる。 
以上のことから、SPHM 腰痛予防政策として発展

してきた背景には、医療分野のみならず、多面的に

社会問題として研究され、Social Sciences や
Engineering 分野の参与が寄与したといえる。 
 
4.3 SPHM の研究者と研究機関 
 SPHMに関する研究の多くは米国のNelson,A.によ

って行われてきた。Nelson,A.は、米国における SPHM
の研究者および指導者であり、2016 年まで VA 
Medical Center に所属していた。SPHM 研究機関で最

大であった VA Medical Center は、米国の退役軍人に

対して医療を提供する国営の病院であり、多くの研

究が実施され、他の病院で活用される医療指針の作

成に貢献する役割を担っている。被引用数、FWCI
がともに最大であった Nelson,A.らによる

“Development and evaluation of a multifaceted 
ergonomics program to prevent injuries associated with 
patient handling tasks”（2006）では、人間工学的評価

プロトコルやピアリーダーの役割、リフト機器の使

用など MSD 予防において包括的な介入の有効性に

ついて研究している。 
Nelson,A.の次に多くの文献を出版していた

Waters,T.R.は、研究を通して仕事に起因する障害等

を予防するための勧告を実施する連邦機関である

National Institute for Occupational Safety and Health（以

下 NIOSH）に所属している。Nelson,A.同様、被引用

数、FWCI の高い研究を実施しており、国家的な政

策の一任者として、研究を実施している。 
 このように米国では、医療政策の一環として医療

従事者の腰痛予防を実施しており、プログラムの開

発までに至るインパクトの高い研究は、国営機関に

所属する研究者によって行われていることが多いと

いえる。国営機関に所属する研究者が研究を行うこ

とで、直接医療政策に反映させることができると考

える。 
 
4.4 わが国における患者の安全な介助と移動に向

けた課題 
 現在日本では、医療従事者に対する患者の安全な

介助と移動に関するプログラムは存在せず、医療従

事者の個人の努力義務での腰痛予防が推奨されてい

るだけである。今後さらに加速するわが国の超高齢

化社会を見据えると、医療従事者の健康の保持増進

以外に、医療費削減や看護人材の確保等の観点から、

医療従事者の腰痛問題は解決すべき問題であり、効

果的な患者の安全な介助と移動プログラムの導入は

喫緊の課題であると考える。しかしながら、我が国

における患者の安全な介助と移動に関する研究はほ

とんど存在せず、医療従事者の腰痛に関する研究の

みであり、依然として身体力学的なボディメカニク

ス教育や腰痛予防体操に関する研究（小林ら,2012、
伊丹ら,2013、今井ら,2019）が行われている。今後、



わが国における腰痛予防政策の実現を見据えると、

初期の課題として、医療従事者の腰痛発生に伴う社

会的な損失やリフト導入の効果に関する基礎研究の

蓄積が必要であると考える。 
また、米国同様、看護や医療の分野のみならず学

際的な研究に加え、国営機関での研究を行い、医療

政策に直結させる必要性があると考える。 
 
5 本研究の限界 
 本研究では、VOSviewer によるクラスター分析実

施の際、文献の抄録に限定し分析したため、論文本

文を対象として行った場合と比して、分析結果が異

なった可能性がある。 
 
6 結論 
・看護師を含めた医療従事者等の MSD 発症に伴う

健康被害や社会的損失が、MSD 予防政策としての

SPHM プログラム発展の起点であった。 
・腰痛予防政策に至るには、看護師等の労働安全や

社会的損失およびリフト機器の使用や人間工学的視

点を要し、社会科学や工学分野との連携による研究

が必要である。 
・国営機関に所属する研究者によって被引用数が多

く、インパクトの高い論文が出版されることによっ

て医療政策へと反映されやすいことが示唆された。 
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1 概要 

私たちの主観的な時間はさまざまな要因によって

歪められる。本研究では、運動課題をおこなう条

件と課題実行の様子を観察する条件のそれぞれで

被験者に経過時間の評価をおこなわせることで、

運動実行が時間知覚に与える影響を検証した。そ

の結果、条件ごとの時間評価に有意な差は確認され

なかったものの、14 名の被験者のうち 11 名におい

て、観察条件よりも運動条件の方が経過時間を正確

に評価する傾向がみられた。この結果は、能動的な

身体動作がより正確な時間知覚を可能にすることを

示唆している。 

 

2 背景・目的 

楽しい時間は早く過ぎ去る一方で、退屈なときはな

かなか時間が進まないような感覚に陥ったことは誰

しもあるだろう。Stetson[1]は、交通事故の瞬間を

スローモーションに感じるといった事例のように、

恐怖体験時に心理的時間が伸長することを明らかに

した。発表者は自身の舞台活動の経験から、能動的

な身体動作が心理的時間に与える影響について興味

を持った。稽古をするうえで時間感覚は演者にとっ

て大切なひとつの指標となっている。毎回最適なタ

イミングで会話や動作をおこない、テンポ良くシー

ンを展開できているか否かの目安となるからだ。同

じシーンを何百回も繰り返す中で、演じる側と観る

側での時間感覚の差異を感じた。演者の能動的な身

体動作は時間知覚にどのような影響をもたらすのだ

ろうか。運動の前後は心理的時間が伸長され 

[2,3]、運動中は心理的時間が短縮されるという結

果が報告されている。しかしそれらは、眼球運動中

の話や[4]、運動をきっかけとした経過時間につい

ての話であるため[5]、運動実行中の時間評価につ

いては言及されていない。本研究では、運動条件と

観察条件に分かれた 2 名 1 組の被験者に時間評価課

題をおこなわせ、同じ時間を体感した両者の間にみ

られる時間評価の差異を通じて、能動的な身体動作

が心理的時間に与える影響を検討した。 

 

3 方法 

3.1 被験者 

実験は、若齢健常男女 14 名（年齢，XX±YY 歳；

女性，11 名）を対象におこなった。被験者は全員右

利きだった。 

 

3.2 手順 

本研究では、被験者を 2 名 1 組とし実験をおこな

った。被験者 2 名は横に並んだ状態で椅子に座り、

目の前の机に置かれた 2 台のタッチパネル搭載の

PC をそれぞれ操作した。被験者 2 名を運動条件と

観察条件に分け、運動条件下の被験者には運動課題

をおこなわせた（図 1）。観察条件下の被験者は、ペ

アの被験者が運動課題を実行する様子を観察するの

みだった。運動課題は、画面上の 8箇所にランダ

ムに連続して提示される青色の円をタッチする課

題であり、青色の円の提示時間は 0.70 秒、0.80



秒、0.90 秒、1.0 秒、1.1秒、1.2 秒、1.3 秒の中か

ら毎回ランダムに設定された。「Ready」の表示が消

え運動課題を開始した時点から、「Finish」が表示さ

れた時点までの持続時間を「課題実行時間」と定義

し、被験者は画面の指示に従って、課題実行時間が

それまでにおこなわれた他の試行と比較して長いか

短いかを「LONG」または「SHORT」のボタンで判

断した。これは「単一刺激法」[6]と呼ばれる実験

手法で、テスト刺激とともに標準刺激を毎回提示し

比較する方法と同等もしくはそれ以上の精度がある

ため[7]、持続時間判断タスクに用いられている

[8]。なお、観察条件下の被験者はペアの被験者が

運動課題を終えた後、同じくその課題実行時間を客

観的視点から評価する。 

本実験を始める前に 48 回の初期試行をおこな

い、被験者は課題実行時間を「SHORT」または

「LONG」に分類する基準を確立した。初期試行と

本実験の課題実行時間はどちらも 8 種類（5.0 秒、

6.0 秒、6.4 秒、6.8 秒、7.2 秒、7.6 秒、8.0 秒、

9.0 秒）を用意した。本実験では、課題実行期間中

に次々と提示される青色の円を連続タッチし続ける

一連の流れ（図 1）を 1 試行とする。2 名の被験者

は 1 試行ごとに運動条件と観察条件の役割を交代し

32 試行を 1 セッションとして計 8 セッションをおこ

なった。1 セッション中の各条件につき 8 種類の課

題実行時間を均等な数含むよう設定したうえで、そ

の順番はランダマイズした。また、被験者の座る位

置は 2 セッションごとに左右逆転させた。 

 

3.3 解析方法 

ロジスティック回帰を用いて、各被験者が各条件

において「LONG」と判断した割合と課題実行時間

との関係を調べた。心理学の分野で用いられる測定

法の 1 つで、2 つの刺激が心理的に等価だと感じら

れる「主観的等価点」[9]を、両側 t 検定によって比

較した。また、平均よりも短い課題実行時間の 5.0

秒、6.0 秒、6.4 秒、6.8 秒については「SHORT」

を正答とし、平均よりも長い 7.2 秒、7.6 秒、8.0

秒、9.0 秒については「LONG」を正答としたうえ

で、各被験者の条件ごとの「LONG」または

「SHORT」の判断の正答率を算出した。 

 

4 結果 

 図 2 は、各課題実行時間において各被験者が平均

して「LONG」と判断した割合を条件ごとに表して

いる。現状では運動条件と客観条件との間に有意な

差はみられなかった（p=0.12)ものの、被験者数が

少ないことを考慮すれば、有意傾向にあるといえる

だろう。被験者ごとに算出した個別の結果を見てみ

ても、運動条件と観察条件との間に有意差はみられ



なかった。 

図 3 は、各被験者の条件ごとの「LONG」または

「SHORT」の判断の正答率を表している。いずれの

被験者についても運動条件と観察条件との間に統計

的に有意な差はみられなかったが、被験者 14 名

中、被験者 B、C、D 以外の 11 名では観察条件と比

較して運動条件の方が正答率が高かった。 

 

5 考察 

5.1 運動準備時間延長錯覚による影響 

 Hagura ら[2]によると、到達運動の準備中には時間

を長く感じるという。同時に、速いスピードで提示さ

れた文字を検出する能力が高まったことから、この

時間伸長現象は視覚情報処理速度が向上したことに

起因すると考えられている。本実験では、青色の円の

提示回数により被験者が課題実行時間の長短を判断

してしまうことを防ぐため、青色の円の提示時間を

0.70 秒から 1.3 秒の間でランダムに設定した。提示

時間が長いほど被験者は青色の円をタッチした後に

黄色の円に指を置いた状態で次の運動に備える時間

ができたため、運動条件においてはこの運動準備時

間延長錯覚現象による影響を受けた可能性が考えら

れる。しかしながら、今回の課題ではさまざまな刺激

提示間隔が混在していたため、この錯覚現象による



影響を検証することは困難だ。今後の研究では、運動

準備期の時間錯覚による影響を測れるような実験デ

ザインをおこないたいと考えている。 

 

5.2 能動的な身体動作による影響 

Haggard ら[5]は、能動的な身体動作が心理的時間

を歪ませる 1 つの錯覚現象として、「インテンショ

ナル・バインディング」を報告している。経頭蓋磁

気刺激法（TMS）などによる不随意運動ではなく、

自らの意図的な運動行為によって行為主体感が喚起

された場合のみ、行為とその結果としてとらえられ

る感覚刺激の主観的なタイミングが互いに近づくと

いう現象だ。本実験でも意図的な運動行為を前提と

していたが、本実験では被験者が青色の円をタッチ

しても、円が消えたり変化したりといった報酬が発

生しなかったことから、インテンショナル・バイン

ディングによる影響は少なかったと考えられる。し

かし、特に青色の円の提示時間が短い場合について

は、被験者が自らのタッチによって次の円が提示さ

れたという感覚に陥った可能性も否めない。 

図 3 からは、能動的な身体動作がむしろ正確な時

間知覚に寄与している可能性も考えられる。運動条

件では、数秒間の課題実行時間の中でもミリ秒単位

の身体動作をおこなっていた。身体動作をともなう

場合は、全体の持続時間をより細かいレベルに分解

し知覚していた可能性が挙げられる。ミリ秒単位と

数秒単位では時間知覚のメカニズムが異なると考え

られており[10]、身体動作をともなう場合はより細

かいレベルの知覚メカニズムが採用され、それらを

積み上げることで全体の時間を知覚しているのかも

しれない。この検証にはさらなる研究が必要だ。 

 

5-4 まとめ、今後の展望 

本研究では、能動的な身体動作がもたらす心理的

時間の伸縮という点について、統計的に有意な差は

みられなかった。しかし、被験者数が少ないことを

考慮すれば有意な傾向を示したとも考えられる。一

方で、被験者 14 名中 11 名が、観察条件と比較して

運動条件の方が時間をより正確に評価できる傾向を

示した。能動的な身体動作が精度の高い時間知覚に

寄与する、かつ運動条件と観察条件の時間評価傾向

に差異がみられると仮定すると、観察条件において

心理的時間を伸縮させる要因あるいは時間知覚の精

度を損なう要因の有無も検討しなければならない。

今後はこれらの点を考慮しつつ、より被験者を増や

すことで、本実験の結果で観測された傾向をより明

確化し、次の展開を考えていきたい。 
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ヴァイオリン演奏において『指弓』をしている瞬間の 

弦運動の研究 
 

○深津悠乃*（指導教員 仰木裕嗣**） 

*慶應義塾大学環境情報学部 3年 
*t17700hf@sfc.keio.ac.jp, 

**
ohgi@sfc.keio.ac.jp 

キーワード：ヴァイオリン、高速度カメラ、音楽演奏 

 
1 はじめに 

筆者は３歳からヴァイオリン演奏に取り組んで

きた。高校は桐朋女子高等学校音楽科に進み、現在

もヴァイオリン演奏を専門的に学んでいる。 

音楽の世界では、先生に師事して指導を受けなが

ら反復練習で演奏技術を高めるような師弟関係、実

践と試行錯誤というやり方が常識である。しかし筆

者は以前から、自身が演奏しているとき、美しい音、

力強い音を出しているときに、自身の身体や筋肉が

どのように使われているのか客観的に知ることが

できれば、効率的かつ論理的な演奏向上に活かせる

のではないかと思ってきた。 

そこで高校生の時、ヴァイオリンを演奏している

際にどの筋肉がどのように活動しているのかに興

味を持ち、「ヴァイオリン演奏において重要な筋肉

とは？」（1）および「ヴァイオリン演奏において重

要な筋肉および運動の研究」（2）でヴァイオリン演

奏時の右手の筋肉の働きについて筋電計を用いて

調べた。 

その結果、熟練者はなるべく脱力してヴァイオリ

ン演奏をしていることを見いだし、それが高い自由

度の動きと長時間演奏を可能にしていると考察し

た。また、楽曲演奏でパワーが必要な時には、腕の

筋肉よりも背中の筋肉をよく使っていることもわ

かった。 

さらに筆者は、ヴァイオリン演奏時の右手の筋肉

をなるべく脱力するために、右手は何か特殊な動き

をしているに違いないと考えた。そして、加速度・

角速度センサーを用いて、ヴァイオリンのボウイン

グ（弓の往復運動）時の右手首の動きについて解析

した。すると熟練者では規則的な波形が見られた。

特に、特徴的な波形を描いていた y 軸の角速度を解

析したところ、(無意識に)弦が弓先に来たときは手

首をあげる回転を、弦が弓元に来たときには手首を

下げる回転をおこなっていた。この動きはヴァイオ

リンの『指弓』という技術の重要な要素を構成して

いるのではないかと思い至った。 

『指弓』というのは、ダウンボウからアップボウ

における弓先での切り返し、およびアップボウから

ダウンボウにおける弓元での切り返しを滑らかに

し、音量や音質を一定に保つための動作および技術

であるとされる（図 1）。弓を切り返すときに音が途

切れているかいないかは、ヴァイオリンの世界で熟

達度を測る指標にもなっている。一方で、先生が生

徒に具体的に『指弓』自体を教えることはあまりな

いと感じてきた。なぜ、どのようにして指弓によっ

て音が繋がって聴こえるようになるのか、指弓とい

う動作がどのような要素から構成されているのか、

いずれもよくわかっていない。 

そこで、ヴァイオリンが擦弦楽器であることに着

目し、弓の切り返しの瞬間の弦振動を高速度カメラ

で撮影することを思いついた。弓の切り返しの瞬間

生じている現象を知ることで、より『指弓』への理

解を深めることができると考えた。 

 

 
 

図 1：ボウイングについて 

 

2 目的 
本研究では、弓の切り返しの瞬間に弦がどのよう

な振動をしていると音が繋がって聴こえるのかに

ついて明らかにすることを目的として、高速度カメ

ラを用いて『指弓あり』と『指弓なし』で比較検討

をおこなった。 

 

3 先行研究 
3.1 弦運動に関する先行研究 

「The Helmholtz motion」では、ボウイングをした

時の弦の動きについて詳しく述べている（3）。弓の

毛でこすると、弦は微細なひきずりと滑りを高速で

繰り返すように振動し、その際に生じた角ばった

「横波」が駒（BRIDGE）と弓（BOW）の間を移動する

（これをヘルムホルツ波という）。なおかつ弦その

ものがひきずりと滑りを反映した回転運動をして

いる（図 2）。 

 



 
 

図 2：ヘルムホルツ波 

出典：The Helmholtz motion（3） 

 

3.2 撮影方法に関する先行研究 
McIntyre, M. E.らはコンピューターシミュレーシ

ョンを用いて、弦運動の周期的な挙動を正確に理想

化するための理論モデルの状態を評価している（4）。

村本らもデジタルカメラで弦の変位を撮影し、弦の

変位を理論的考察からシミュレーションしている

（5）。この方法では波形がはっきりと観察できる。

しかし、右手の動作と波形の関係を観察したいので、

画角が小さいことと画像変形処理をすることが難

点だと考えられる。 

筆者には「Bowed violin string in slow motion」（6）
の動画がとても参考になった。そこで、この動画と

同様の条件、すなわちヴァイオリンで音程が一番低

い G 線（振動の最も遅い弦）でボウイングした時の

弦の動きを高速度撮影しようと考えた。振動の最も

遅い弦のほうが、高速の弦運動を撮影しやすい可能

性があるという理由である。 

 

4 仮説 
音が繋がって聴こえるためには、弦振動を止めな

いことだけでなく、すでに起こった小さな波形の周

期を崩さないように切り返しが行われることが必

要ではないかと考えた。具体的には、①弓を切り返

す瞬間、弓は弦から少し離れていて振動周期が緩や

かになった時に弾いている、あるいは②弓の切り返

しの瞬間、弓は弦に接触したままであるが、周期を

乱さないレベルで素早く返している、のどちらかが

音が繋がって聴こえる理由だと予想した。 

 

5 方法 
ヴァイオリンを構えたときに自身の顔がカメラ

に対して正面になるように立ち、高速度カメラ

(Photron , mini ax)で撮影した(図 3)。カメラは撮影

速度 10000fps、シャッタースピード 1/25000秒、解

像度 1024×672ピクセルの設定で撮影した。弓の切

り返しの瞬間が収まるようにエンドトリガーで撮

影をおこなった。奏法については、開放弦 G 線
(196.9Hz)を全弓使って一定速度（アップボウ（上

げ弓）／ダウンボウ（下げ弓）テンポ 30／5 往復）

でボウイングをした。 

筆者がおこなっていた実験において、手首の動き

と『指弓』に関係があると考えられることを踏まえ、

『指弓あり』と『指弓なし』で比較するため、『指弓

なし』では右手首をガムテープで巻き、曲げられな

いようにして演奏を行った。 

 

 
 

図 3：撮影位置 

 

6 結果 
弓の切り返しの瞬間に注目して観察した結果、返

す瞬間には『指弓あり』でも『指弓なし』でも弦の

振動が無くなっていることがわかった(図 4)。 

アップボウからダウンボウに移る『指弓あり』の

時には約 0.022秒間の停止だったのに対し、手首を

固定して行う『指弓なし』では約 0.063秒間停止し

ていた。ダウンボウからアップボウに移る時も同様、

『指弓あり』では約 0.009 秒間の停止だったのに対

し、『指弓あり』では約 0.211 秒間停止していた。

すなわち、『指弓あり』の方が『指弓なし』よりも停

止時間は顕著に短くなった。また、『指弓なし』につ

いて弓元より弓先の方が弦振動の停止時間が有意

に長かった（表 1）。つまり、指弓の技術は弓先でこ

そ発揮されていることが明らかになった。 

 

 
 

図 4：指弓なし 



表 1：弦振動の停止時間  

 
 

さらに、「Objectus video」という画像解析ソフト

で Overlay Action Sequence という画像処理を行っ

たところ、ボウイング中にヴァイオリン本体も動い

ていた（図 5）。動画も確認したところ、必ず弓の進

行方向とは反対に動かしていることも発見した。 

 

 
 

図 5：ヴァイオリンの動き 

 

7 考察 
「①弓を切り返す瞬間弓は弦から少し離れてい

て振動周期が緩やかになった時に弾いている」ある

いは「②弓の切り返しの瞬間、弓は弦に接触したま

まであるが、周期を乱さないレベルで素早く返して

いる」という二つの仮説を立てていたが、結果はど

ちらでもなかった。なぜなら、『指弓あり』も『指弓

なし』も弓の切り返しを行うとき、弦振動が停止し

ていたからである。しかし、『指弓あり』の方がより

振動停止時間が短かった。つまり、振動停止時間が

人間に知覚できないわずかな時間であるため、ある

いはヴァイオリンの残響等により短時間の弦振動

の停止は認識できないため、指弓によって音が繋が

っているように聴こえるのではないか。 
また、弓先において『指弓なし』と『指弓あり』

で比較すると、『指弓あり』の方が弦振動停止時間

が著しく短かった。とくに、弓先において指弓が音

の繋がりに大きく貢献していることが見いだされ

た。その理由としては、ヴァイオリンを演奏すると

きに弓を弦に対して垂直に擦過させる必要がある。

しかし、肘の屈伸だけでは手先が円弧を描くことに

なるため、指弓の技術によって弓の円運動を直線運

動に変換し、弓を弦に対して常に垂直に保つためで

はないかと考える。 

さらに、右手のみの運動で弓の返しをしていると

考えていたが、ヴァイオリン本体もボウイングと同

時に弓の進行方向とは必ず反対に動かしているこ

とが観察された。これにより、指弓を行うときに弓

の動くスピードが落ちてもヴァイオリン本体の移

動によって同じ摩擦エネルギーを生み出し、音がな

るべく繋がるようにしている可能性がある。 
 

8 おわりに 
本研究により、指弓の技術は右手の手首のみなら

ず、ヴァイオリン本体も動かしており、全身の運動

が関与する技術であることを明らかにした。しかし、

弦振動が停止していても音が繋がって聴こえる理

由について、これからさらに深く調べなければなら

ないと考えている。さらに今後は、モーションキャ

プチャなどの技術装置を活用することで、ヴァイオ

リン演奏時のより詳しい身体運動の解析を複数人

の被験者において行う予定である。 
ボウイングの他に「重音」「ワンボウスタッカー

ト」「フラジオレット」などの特殊な演奏技術を行

っている時の弦振動も撮影しているので、それらに

ついても解析を進めたいと考えている。 
スポーツ科学でおこなわれているように「音楽を

科学」して身体運動を計測し、運動現象について客

観的に知ることで、自身のヴァイオリン演奏の向上

に役立つのみならず、将来的にはヴァイオリン奏法

を客観的に指導する方法の開発にもつながるので

はないかと考えている。そして、音楽を愛する全て

の人の音楽レベルの向上に貢献できれば素晴らし

いと思う。 
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胃内容物やフンには 
餌動物のDNAが多く含まれている

塩基配列の違いを識別 
することで餌動物を検出

図2. DNAメタバーコーディングによる食性解析イメージ 



)

 

*%
*% c

c
r o h iy g

m o h iu
ry r cy

ry x
t y e

c e c ch
y fc h

c o g h d
] c c

表1. サンプルの採取状況 

*%( ] ] y
] h

ry a fc 4 8
] y *

r ry ] ry
a fc s4 8 ]

) y
g ] to

5:2 ry
r r c c h r

y ( 5:2 ] ]
h c y

c 5:2 ] h i

r d h r r dh ] c
yo 5:2 j

c y r to
r

t o h iy
to

t o d

*%) ] ] y

5:2 ] ]
fc ) fc . r

fc - h r y 
( * h co h f

k o h c
@*A r

k t o h
g c @ A t o
h f fc h
y m y

e h rc k
c o c e o

o rk
g h o c
c 5:2 ] ] h

o r
c e d

フン 新鮮なペリット 落下したペリット 残渣
オオタカ 8 3 6 ○
ノスリ 5 9 18 ○
ミサゴ 3 - - -
フクロウ - - - ○

COI キジバト ムクドリ クロツグミ 菌類など8種
MiMammal キジバト ムクドリ カラアカハラ バクテリア1種
gBird キジバト ムクドリ
COI キジバト ムクドリ 菌類など3種

MiMammal キジバト ムクドリ 菌類など２種
gBird キジバト ムクドリ
COI キジバト ムクドリ キジ 菌類やハエなど14種

MiMammal キジバト ムクドリ キジ バクテリア2種
gBird キジバト ムクドリ キジ 菌類など13種

COI キジ カワラヒワ
MiMammal キジ
gBird キジ
COI キジ ハクセキレイ シマヘビ モズ

MiMammal キジ ムクドリ 菌類など２種
gBird キジ ムクドリ
COI キジバト ムクドリ キジ 菌類やハエなど14種

MiMammal キジバト ムクドリ キジ バクテリア2種
gBird キジバト ムクドリ キジ 菌類など13種

表3.ノスリの食性解析結果.小型哺乳類なども捕食している.

フン

新しい
ペリット

落下して
いた
ペリット

フン

新鮮な
ペリット

落下
ペリット

表2.オオタカの食性解析結果.キジバト,ムクドリを主に捕食する傾向がある.

胃内容物やフンには検出したい 
分類群の動物以外のDNAが含まれる

塩基配列の違いを識別 
することで特定の分類群を検出

図3. ユニバーサルプライマーによる分類群選択のイメージ 
　     Mifishプライマーの場合、魚類を検出する。
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図4. 餌資源リソースにおける競争のイメージ図 
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COI キジ カワラヒワ
MiMammal キジ
gBird キジ
COI キジ ハクセキレイ シマヘビ モズ

MiMammal キジ ムクドリ
gBird キジ ムクドリ
COI ムクドリ ヒバリ

MiMammal ムクドリ
gBird ムクドリ アズマモグラ

表3.ノスリの食性解析結果.小型哺乳類や爬虫類なども捕食している.

フン

新鮮な
ペリット

落下
ペリット キクチ

ハタネズミ

フクロウ カワラヒワ キジバト シメ ホシムクドリ
アトリ ツグミ ホオジロ モズ クマネズミ属
アオジ シロハラ ヒヨドリ メジロ ドブネズミ
フクロウ カワラヒワ キジバト シメ アズマモグラ
アトリ ホオジロ ジネズミ ヒミズ クマネズミ属

ドブネズミ
フクロウ カワラヒワ キジバト シメ ホシムクドリ
アトリ ツグミ タカサゴモズ

COI

MiMammal

表4.フクロウの食性解析結果.小型鳥類,小型哺乳類を中心に多様な餌動物を利用する.

gBird

モウコアカモズ キクチハタネズミ

シジュウカラ

COI ミサゴ
Mifish ブリ

フン

表5.ミサゴのフンからはブリが検出された.

ハタネズミ キジバトムクドリ

フクロウ
ノスリ

オオタカ

シマヘビ

シメ
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